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１．設置の趣旨及び必要性 

（１）社会的背景 

 近年のICTの目覚ましい発達により，我が国の社会や世界は，かつてない速さで変化し続

けている。そうした中，「第５期科学技術基本計画」（平成28年１月22日閣議決定）において

は，我が国が目指すべき未来社会の姿として「Society 5.0」が提唱され，非連続なイノベー

ションの創出と大学院教育改革を通じたそれを支える人材の育成が示されている。そして，

中央教育審議会大学分科会の「2040年を見据えた大学院教育のあるべき姿〜社会を先導す

る人材の育成に向けた体質改善の方策〜 (審議まとめ)」（平成31年１月22 日）においては，

「とりわけ大学院は，Society 5.0を先導し牽引する高度な人材をはじめとする「知のプロフ

ェッショナル」の育成を中心的に担う存在となる」と述べられている。 

 また，地球規模で人やモノ，資本が移動するグローバル経済の下では，経済問題，気候変

動，自然災害，感染症といった地球規模の課題も世界全体に連鎖して発生し，一国の課題が

一国に留まらない状況となっている。そうした背景から，2015年９月に国連で「我々の世界

を変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択され，持続可能な開発目標 

(SDGs)が示され，我が国においても「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」（平成28年

12月22日 内閣SDGs推進本部決定）が定められた。指針では，国際協調主義の下，国際協

力への取組を一層加速していくことに加え，国内における経済，社会，環境の分野での課題

にも，またこれらの分野を横断する課題にも，国内問題として取組を強化するのみならず，

国際社会全体の課題としても取り組む必要があると述べられている。 

 そして我が国は，世界有数の高齢化が進行した国であり，生産年齢人口比率も急速に減少

している。一方で，健康寿命は更に延びて「人生100年時代」が提唱される中，年齢による

就業の壁が低くなり，キャリアアップのための学び直しや高齢者の就業・社会参加の増加な

ど新たな社会的ニーズの発生が見込まれている。 

 以上のような背景から，今日の社会を取り巻く課題は，広範かつ複雑であり，こうした課

題を解決でき，新たな社会で必要とされる高度な能力を育成するためには，従来の教育シス

テムだけでは不十分である。そのため，本学においても大学院の教育システムの抜本的見直

しが急務である。 

 

（２）地域の状況 

富山県は東西90km，南北76km程のコンパクトな県域に，標高3,000mの立山連峰から水

深1,000mの富山湾まで高低差4,000mのダイナミックな風土にある。自然環境を活かして開

発された水力発電によりアルミ産業などの製造業が盛んになり，日本海側有数の工業集積

を誇っている。また江戸時代以来の薬の伝統は，薬業だけでなく印刷業など周辺産業を発展

させてきた。 

富山県では2018年に富山県総合計画「元気とやま創造計画」を策定，次の５項目を重点戦

略として掲げている。①医薬工が連携した医薬品の開発，ものづくり技術の高度化，デザイ

ン振興などによる「とやまの価値創造戦略」。②地域の文化遺産や伝統文化の保存・活用を
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推進する「とやまのグローバルブランド推進戦略」。③リカレント教育の推進や地域コミュ

ニティを牽引する人材育成による「人口減少社会にしなやかに対応する人と地域の活性化

戦略」。④災害対策の充実及び災害に対応できる人材を育成する「災害に強く，環境にやさ

しい持続可能な県づくり戦略」。⑤データサイエンスの活用及び「未病」対策等による疾患

予防や健康管理を推進する「健康・元気で安心な共生社会づくり戦略」である。 

富山県では「地域包括医療ケア」と称して，高齢者が可能な限り住み慣れた地域で，自分

らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう，地域の包括的な支援・サービスが

提供される体制を構築している。地域の医療専門職，行政担当者，住民が一体となって学び

合い，地域医療の再生に向けた協力体制（コミュニティ）づくりに取り組んでいる。 

富山市では人口減少と高齢化社会へ対応するため，2007年から持続可能な都市を目指し

てコンパクトシティ計画を推進している。中心市街地に低床式車両を用いたライトレール

を整備し，自動車に依存したライフスタイルを見直し，歩いて暮らせるまちづくりを行って

いる。2008年には国の環境モデル都市に，2018年には「SDGs未来都市」「自治体SDGsモデ

ル事業」に選定されている。 

富山県内の15市町村には豊富な文化資源がある。五箇山（南砺市）の合掌集落が世界遺産

に，県内3都市の「山・鉾・屋台行事（高岡御車山祭・高岡市，城端曳山祭・南砺市，たて

もん祭り・魚津市）」がユネスコ無形文化遺産に認定されている。この他に国宝１件，日本

遺産３件，重要伝統的建造物群保存地区３件，経済産業大臣の指定を受けた伝統的工芸品が

６件ある。しかしそれらを保存・継承していく上では，後継者不足など多く課題を抱えてい

る。 

 

（３）富山大学が新たに掲げるスローガンと改組再編・大学院教育改革の必要性 

 本学は，明治６年設立の新川県講習所を１つの起源としつつ，富山県民と地元産業界等の

強い要望により設置された「旧富山大学」「富山医科薬科大学」及び「高岡短期大学」の３

国立大学を再編・統合する形で平成17年に設置された大学である。このような歴史的経緯等

を踏まえ，第３期中期目標期間の「３つの重点支援の枠組み」において本学は，重点支援１

「地域のニーズに応える人材育成・研究を推進」を選び，「地（知）の拠点」として機能強

化を行ってきた。また，９学部，５大学院研究科・３大学院教育部，附属病院，附置研究所

を有する総合大学として，多方面にわたる地域ニーズに応えてきた。しかし，全ての組織を

貫く，大きな方向性がなく，個々の組織ごとの取組に留まりがちであった。そうしたことか

ら，本学では，有する分野を包括しつつ，本学の強み，さらには地域が持つ強みを活かした

「“人”と“地”の健康を科学する大学」を，大学院改革のスローガンとして掲げることとした。  

「“人”と“地”の健康」のうち，「人の健康」は，⾁体的，精神的な健康に限らず社会的にも

満たされ100年間を通して充実した人生を送ることができることを指す。医学・薬学により

⾁体的，精神的な健康を実現するだけでなく，人文科学や芸術による精神面の充実，理工学

による生活の質の向上など，全学を挙げて「人の健康」の実現に取り組む。本学のある富山

県は，薬業が長い伝統を持ち，地域包括医療ケアの先進県でもあり，「”人”の健康」と極め
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て高い相互関係がある。 

「“人”と“地”の健康」のうち，「地の健康」は，社会的，環境的，経済的な健全性・持続可

能性を指す。環境問題に対する文系的・理系的・文理融合的アプローチ，経済学による格差

と貧困の解消，都市・交通工学による持続性ある環境づくり，理学・工学の融合的アプロー

チによる持続可能なエネルギーの開発など，全学を挙げて「地の健康」の実現に取り組む。

本学のある富山市は，持続可能なコンパクトシティ形成という目標を掲げ，SDGs先進都市・

自治体SDGsモデル事業にも選定されるなど，「”地”の健康」と極めて高い相互関係がある。 

「“人”と“地”の健康」は多面的であり，人文・社会科学，自然科学の知を結集させ，様々

な形で分野横断的・融合的に「“人”と“地”の健康」について，教育し，研究できる環境を構

築する必要がある。しかし，本学の大学院組織は，４研究科（修士課程６専攻），３教育部

（修士課程1３専攻，博士前期・後期課程2専攻，博士課程10専攻）に分かれており，分野横

断的・融合的な取組は十分ではなく，専攻という細分化された組織単位が，教員・学生が所

属組織外に目を向けることを阻害する要因ともなっていた。そのため，専攻という壁を事実

上なくし，人文社会芸術系，医薬系，理工系の大くくり化した３研究科３専攻へと再編する。

専攻には，養成する人材像ごとにカリキュラム編成されたプログラムを設け，教員と学生の

所属は１つでありながら，学生は目指す人材像ごとに専門性を伸ばすことができる仕組み

とする。さらに，「“人”と“地”の健康」の実現に資する，分野横断・融合的な教育・研究を，

柔軟かつ機動的に実現するため，３つの研究科を核として，医薬系と理工系の緊密な連係に

よる医薬理工学環，人文社会芸術系と理工系の緊密な連係による持続可能社会創成学環を

新たに設ける。 

 

（４）研究科及び学環の主な特徴 

１）人文社会芸術総合研究科 

幅広い分野の基盤的能力とともに，人文，社会，芸術に関わる諸分野についての高

度な専門的学識，高い倫理観と豊かな創造力，領域を横断した複眼的視野を備え，新

たな価値，文化，社会を創ることができる人材を育成する教育システムを構築する。 

２）総合医薬学研究科 

    医学・薬学・看護学分野における基盤的研究の深化とこれら分野間の連携・融合の

更なる強化を図り，医学・薬学・看護学分野の枠組みを超えて協同するため，大学附

属病院を教育の場として今まで以上に活用し，医学・薬学の連携を強化した教育シス

テムを構築する。 

３）理工学研究科 

理工系の大学院が理学と工学を融合させ，各々の分野の特徴を相補的・相乗的に引

き出せる人材を育成する教育システムを構築。 

４）持続可能社会創成学環 

   多岐にわたる複雑化した現代の課題を解決し，「持続可能な社会」を実現するために，

「地域」と「地球規模」の両方の視点を持ち，高度な知識・技能（語学とデータ分析）
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を駆使して課題解決できる人材を育成する教育システムを構築する。 

５）医薬理工学環 

医学・薬学・理学・工学を基盤として，本学の特徴と強みである「創薬・製剤工学」，

「和漢医薬学」，「認知・情動脳科学」，「メディカルデザイン（医工学）」について，

分野融合的かつ実践的な教育体制を構築する。 

 

（５）理工学研究科設置に関する社会的背景 

今日，理工系高等教育においては専門分野の研究者の育成だけでなく，産業界をリードで

きる高度理工系専門職業人を育成する社会的な役割が求められている。産業界における研

究開発を視野に入れると，専門分野は勿論であるが，関連領域を横断する幅広い知識を有し，

社会の変化に柔軟に対応することによって，国際的な課題と地域社会に関連する課題の両

面を解決していく能力が必要となる。 

富山大学は，地域と世界に向かって開かれた大学として，生命科学，自然科学と人文社会

科学を総合した特色ある国際水準の教育及び研究を行い，人間尊重の精神を基本に高い使

命感と創造力のある人材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学，芸術文化，

人間社会と自然環境との調和的発展に寄与することを理念として，教育と研究を行ってき

た。 

その中で富山大学大学院理工学教育部の修士課程においては，理学部とつながる理学領

域，工学部とつながる工学領域の各分野，すなわち，理学領域にあっては，数学，物理学，

化学，生物学，地球科学及び生物圏環境科学の各分野，工学領域にあっては，電気電子シス

テム工学，知能情報工学，機械知能システム工学，生命工学，環境応用化学及び材料機能工

学の各分野における専門的知識と課題探求・課題解決能力を有する高度専門職業人となる

人材を育成してきた。また，富山県は，製薬業や金属製品など製造業を中心とした第二次産

業を主要産業とする県であり，富山大学の理学部，工学部及び大学院理工学教育部は，これ

まで地元産業界に多くの高度専門職業人を送り出し，その役割を果たしてきた。 

しかしながら近年，科学技術なかでも情報工学の急速な進歩により，Society5.0 を牽引す

る，幅広い分野の連携や融合によるイノベーションが強く求められつつある。また，世界的

な環境問題の意識の高まりから，SDGs の達成といった，環境・エネルギー問題の解決も強

く求められている。こういった社会情勢を背景に，幅広い学識を持ち，高度な課題解決能力

や創造力を備えた，分野の枠を超えたイノベーションを可能とする人材の養成が強く求め

られている。 

特に，自然科学を応用した技術革新においては，自然科学的な原理の裏付けが明確で，実

用化される技術に関して，社会的に説明責任を果たすことができ，安心で安全に社会実装で

きることが重要になってきている。したがって，高等教育における理工系人材の育成に関し

ても，理学的な真理の追求と工学的な技術の社会実装が表裏一体であるという，まさに理学

と工学の相補的な学問センスを身に付けた人材育成が重要になってきている。しかしなが

ら，このような理学と工学の双方の重要性の理解には，理学や工学の学部教育における基礎
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的な学問知識が必要であり，本格的な高度理工系人材の育成は，理学又は工学において一定

のディシプリンが確立された大学院段階の教育で実施すると効果的であると考えられる。 

 

 
 

以上のような，新たな時代の要請に応え地域の産業界の発展に資する人材を育成するた

めに 

１）理学と工学の連携強化による，先端的な自然科学の成果を，説明責任を果たしつつ，

安心安全に社会実装できる人材の育成 

２）富山大学が目指す「人と地の健康」を目指した医学薬学と理学工学の連携強化 

３）富山大学の改革の象徴として，2018 年に誕生した都市デザイン学部の最初の卒業生

の進学先にふさわしい先進的理工系大学院修士課程の設置 

を行う。 

今回の大学院再編により，以上の改革を実現し，富山大学のスローガンである「“人”と“地”

の健康を科学する大学」という目標に対し，理工学研究科にあっては，自然科学を基盤とし

て，地域のイノベーションに貢献する人材育成，という面から貢献する。 

 

（６）富山大学大学院理工学研究科の必要性，本学の強み 

イノベーションの創出が求められる中，理工系人材に求められる能力は，ますます高度か

つ広範なものとなっており，自身の専門分野だけでなく，幅広い分野横断的な知識と視野を

持ち，産業界においてもリーダーとして技術革新を牽引できる高度理工系高度職業人の養

成が必要となっている。 

しかしながら，これまでの，大学院理工学教育部では，教育内容が専門領域・分野に特化

され，ともすれば偏りがちであったことは否ない。今後ますます必要とされる「広い視野に

立つ問題解決能力を身に付ける」という面では，大学院教育の基盤・基礎を修得する大学院

共通科目や，理工学研究の基盤となる研究科としての共通科目を教育するシステムが不十
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分であり，多面的な知識を活用した実践的な問題解決能力が要求される社会ニーズに応え

得る人材育成の体制が十分ではなかった。 

また，修士課程においては，理工系学部における学科・コースの延長となる形で専攻が設

けられており，他専攻とは完全に独立した教育や研究指導を行っていたため，他の関連分野

との融合教育や研究指導が行いづらい組織体系となっていた。さらに，教育・研究の計画や

運営も，事実上理学系と工学系が別れた形で行われてきた。そのため，真に理工が融合した

教育・研究を遂行することが困難であり，現代の社会や地域の産業の要請に応えるための人

材育成に適した教育課程にはなっていなかった。 

このような問題点を解決するために，専門分野ごとに分かれていた各専攻を，理工学研究

科で１つの専攻とすることによって，分野間の壁を低くするとともに，分野横断的な教育を

行えるようにし，人材育成目標に応じて，各分野を融合した教育プログラムを編成する。 

各プログラムにおいては，大学院共通科目で普遍的知識・技能を身に付ける教育，研究科

共通科目で理学と工学に共通に必要な知識や考え方を身に付け，理学と工学の相補的で相

乗的な関係を理解するための教育，さらにプログラム専門科目で他の教育研究分野の幅広

い知識を学ぶなど，研究課題を発見し解決できる研究基盤力を醸成するための教育を計画

する。 

また，上記で述べたように理学系と工学系が完全に別れた状態の組織運営や教育・研究の

編成を改め，理学系と工学系の教員が両分野を融合した教育プログラムを展開するととも

に，専門分野の分かりやすい表示と時代の要請に応じた融合的教育の迅速な構築の両立を

目指す。以下に，理学と工学の融合を主軸とした，ディシプリンを明示した 7 つのプログラ

ムを示す。 

 

数理情報学プログラム 

物理学・応用物理学プログラム 

生命・物質化学プログラム 

地球生命環境科学プログラム 

メカトロニクスプログラム 

マテリアル科学工学プログラム 

都市・交通デザイン学プログラム 

先端クリーンエネルギープログラム 
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上記の一連の教育課程の再編成により，地域の人々の健康や地域の産業振興を通した地域

社会の健全な発展，すなわち「“人”と“地”の健康」を理工学分野から支える人材を育成でき

る教育プログラムを構築する。 

富山大学は，人文・社会・理工・医薬・芸術の各分野を網羅した 9 学部を擁する総合大学

であり，こういった幅広い教育研究を可能とした組織構成を活かし，大学院再編では，理工

学研究科，総合医薬学研究科及び人文社会芸術総合研究科を設置予定であり，さらにこれら

の研究科と連係して幅広い分野を融合した，医薬理工学環及び持続可能社会創成学環を設

置予定である。 

このように幅広い学問分野を網羅し，分野の枠を超えた連携を行っていくことによって，

理工学研究科がより新しい価値や技術を創造していくことが可能となる点が，富山大学の

大学院再編によってもたらされる大きな強みである。 
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（７）富山大学大学院理工学研究科の人材養成目的，ディプロマ・ポリシーとプログラムの

編成 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研究し，その深

奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識，卓越した能力，及び倫理

観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与することを目的とする。 

この目的の下，高度専門職業人の養成を目指し，「豊かな学識，英語力，論理的思考力及

び様々な課題を多面的な視点で捉える俯瞰力を基盤とし，理工学分野における高度な専門

知識と研究能力，高度の専門性を要する職業に必要な実践的能力及び研究倫理に関する規

範意識を身に付け，新たな理工学の知を創造し，更なる価値を生み出し，社会が直面する課

題に解決策を提示できる能力を備えた人材」を養成する。 

理工学研究科では，上記の目的を達成するために，以下のディプロマ・ポリシーを定める。 

 

理工学研究科のディプロマ・ポリシー 

 

【修了認定・学位授与の方針】 

  理工学研究科では，以下に示す学修成果を上げた者に，修士の学位を授与する。 

 

【到達目標及び到達指標】 

基
盤
的
能
力 

【学修成果】 

理工学分野の基盤となる豊かな学識，グローバルに活躍するための基礎となる英語

力及び論理的思考力を備え，様々な課題を多面的な視点で捉える俯瞰力を身に付け

ている。 
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【到達指標】 

理工学分野の基盤となる豊かな学識，英語力，論理的思考力及び様々な課題を多面

的な視点で捉える俯瞰力を身に付けていること。 

専
門
的
学
識 

【学修成果】 

理工学分野における専門知識，研究能力及び高度の専門性を要する職業に必要な実

践的能力を身に付けている。 

【到達指標】 

理工学分野における高度な専門知識と研究能力及び高度の専門性を要する職業に

必要な実践的能力を身に付けていること。 

倫
理
観 

【学修成果】 

研究者・技術者として活動するうえでの研究倫理に関する規範意識を身に付けてい

る。 

【到達指標】 

研究倫理に関する規範意識を身に付けていること。 

創
造
力 

【学修成果】 

理工学をはじめとする科学的な諸課題について，自らが新たなる知を創造し，その

知から更なる価値を生み出す能力を身に付け，社会が直面する課題に新たな解決策

を示すことができる。 

【到達指標】 

新たなる理工学の知を創造し，更なる価値を生み出し，社会が直面する課題に解決

策を提示できる能力を身に付けていること。 

 

理工学研究科は，幅広い学問の基盤的能力と高度な専門的知識を修得し，倫理観及び新たな

知を創り出す創造力を身に付け，分野の枠を超えたイノベーションを可能とする高度専門

職業人の養成を目的として，理工学研究科を 1 つの理工学専攻として，理学と工学の各分

野の枠を超えたプログラムを設置した。 

 

各プログラムと授与される学位は以下の通りである。 

数理情報学プログラム       修士（数理情報学） 

物理学・応用物理学プログラム   修士（理工学） 

生命・物質化学プログラム     修士（理工学） 

地球生命環境科学プログラム    修士（理学） 

メカトロニクスプログラム     修士（工学） 

マテリアル科学工学プログラム   修士（工学） 

都市・交通デザイン学プログラム  修士（工学） 

先端クリーンエネルギープログラム 修士（理工学） 
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各プログラムの特色は次のとおり（Ｍ１は修士課程１年次，Ｍ２は修士課程２年次を表す。）。 

 

 数理情報学プログラム 

  Ｍ１：数学と情報学の融合領域の基礎力と専門的な知識や技術を修得し，それらを社会     

に還元しようとする志向をもった数理情報学系人材育成のための教育 

  Ｍ２：地域産業や地域社会の課題を視野に入れて，数学と情報学による理論発展及び技     

術革新によって課題解決できる高度専門職業人を，研究を通じて育成するため

の教育 

  以上により，「“人”と“地”の健康」に対して，数学と情報学の融合による数理情報科学

の基礎及び応用分野，コンピュータサイエンス，情報処理技術関連分野に貢献できる人

材を育成するための教育を実施。 

 

 物理学・応用物理学プログラム 

  Ｍ１：課題発見・解決の基礎となる物理学の専門的知識・技術とトランスファラブルな 

     スキル・リテラシーを修得し，自らの力を社会に還元しようとする志向性を醸成 

         する教育 

  Ｍ２：先端的研究に主体的に取り組み論文や発表としてまとめることにより，物理学的 

     思考能力・実践的研究能力を鍛え，それを地域産業や地域社会の課題解決に応用 

     できる物理学系高度専門職業人を育成するための教育 

以上により，「“人”と“地”の健康」に対して，物理学・応用物理学志向により物質の本質  

的理解とその応用に実践的に取り組む人材を育成するための教育を実施。 

 

生命・物質化学プログラム 

Ｍ１：融合領域も含めた自然科学の基礎力と専門的な知識や技術を修得し，それらを社

会に還元しようとする志向を持った生命工学・化学系技術者を育成するための     

教育 

Ｍ２：地域産業や地域社会の課題を視野に入れて，技術革新によって課題解決できる生 

命工学・化学系技術者を，研究を通じて育成するための教育 

  以上により，「“人”と“地”の健康」に対して，生命工学と物質化学を基礎として，化学と 

  工業化学，さらには物理学と生物学との境界領域で活躍する人材を育成するための教 

  育を実施。 

 

地球生命環境科学プログラム 

Ｍ１：自然科学の基礎力と学際的な地球生命環境科学に関する知識や技術を修得する

とともに，先行研究を踏まえた独自の研究を推進する能力を育成する。また，地

球生命環境科学に関わる様々な社会課題に対する目的意識を醸成する。 

Ｍ２：世界水準の研究を推進することを通じて，深い思考力を醸成すると共に，自然科
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学の基礎力と地球生命環境科学に関する知識や技術と併せて，地球生命環境科

学に関わる様々な社会課題の解決に資する能力を育成する。 

以上により，「“人”と“地”の健康」に対して，地球生命環境科学に関する知識・技術を基

に地域から地球レベルの自然・環境問題の解決に貢献できる人材を育成するための教

育を実施。 

 

メカトロニクスプログラム 

  Ｍ１：融合領域も含めた自然科学の基礎力と専門的な知識や技術を修得し，それらを社 

     会に還元しようとする志向を持った電気電子・機械工学系技術者を育成するた 

     めの教育 

  Ｍ２：地域産業や地域社会の課題を視野に入れて，技術革新によって課題解決できる電 

     気電子・機械工学系技術者を，研究を通じて育成するための教育 

  以上により，「“人”と“地”の健康」に対して，電気電子工学と機械工学を基盤として，メ 

  カトロニクス・ロボティクス等の分野で活躍できる人材を育成するための教育を実施。 

 

 マテリアル科学工学プログラム 

  Ｍ１：マテリアル科学工学にかかる必須の知識と研究力を身に付けるとともに高度な

俯瞰的能力を培うための教育 

  Ｍ２：社会的問題解決型，あるいは共同研究をベースとした研究を通して，マテリアル 

     創出へのアプローチについて学び，幅広い知識の修得と実社会における課題解 

     決能力を養い，実践力の高い材料研究者・技術者を育成するための教育 

  以上により，「“人”と“地”の健康」に対して，安全・安心社会を構築する材料研究・エン 

  ジニア，マテリアル革新力を支えるグローバルリーダーを育成するための教育を実施。 

 

 都市・交通デザイン学プログラム 

  Ｍ１：インフラ設計，都市・交通計画，自然災害などに関する基礎教育により，学士課

程とシームレスな教育，加えて，デザイン思考，アントレプレナーシップ及び都

市・交通データサイエンスに関する科目並びに理工学研究科の他プログラムや

持続可能社会連係課程群からの提供科目により，俯瞰的視野を育成するための

教育 

  Ｍ２：都市・交通計画系分野，ハードインフラ系分野，環境・情報・防災系分野におけ 

     る高度な専門教育，及び地域自治体や企業との共同研究を基本としたＰＢＬ実

践教育 

  以上により，「“人”と“地”の健康」に対して，都市・地域創生をリードするスペシャリス

トを育成するための教育を実施。 
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 先端クリーンエネルギープログラム 

  Ｍ１：インターンシップやクリーンエネルギーに関する基礎教育・学術研究を通して，

クリーンエネルギーの現状を把握し，課題解決に向けた創造性を養うための教

育 

  Ｍ２：水素エネルギー，再生可能エネルギー，核融合等における幅広い知識を修得し，

現状の問題を把握するとともに，最先端の研究開発に携わることで，将来のクリ

ーンエネルギー産業を支えることのできる高度な技術者を養成するための教育 

  以上により，「“人”と“地”の健康」に対し，クリーンエネルギー分野における最先端研

究の推進と当該分野に秀でた即戦力となる人材を育成するための教育を実施。 

 

これらのプログラムでは，従来の分野に閉じこもった教育課程の編成を大きく改め，大学

院共通科目，研究科共通科目を開設し，幅広い視野と基盤的能力を育成できるようにした。 

さらに，各専門分野で行われるプログラム専門科目においても，理学と工学の枠を超えて

異分野の授業を幅広く学べるようにし，分野横断的・融合的な教育を可能にした。これらの

教育により，幅広い学問の基盤的能力と高度な専門的知識を修得し，倫理観及び新たな知を

創り出す創造力を身に付け，各プログラムにおける所定の課程を修め，以下に示す学修成果

を上げた者に，修士の学位を授与する。 

また，分野を超えた異分野の研究室での実験・実習指導や他分野の教員を副指導教員とす

るシステムを導入する。このような分野横断的・融合的な教育・研究を行うことによって，

学生の視野を広げ，目まぐるしく変化する社会や科学技術の進展に対応する能力を培うこ

とが期待できる。さらに，異分野交流により研究の枠を拡げ，研究の活性化やイノベーショ

ンにつながることが期待できる。 

 

（８）各プログラムの人材養成目的，ディプロマ・ポリシー及び修了後の進路 

 学位を授与するプログラムごとに，人材養成目的，養成する人材像及びディプロマ・ポリ

シーを下表のとおり定める。また，想定する修了後の進路をあわせて示す。 

 

数理情報学プログラム(修士課程) 

人材養成

目的 

数学と情報学の素養を身に付け，幅広い数理情報学の知識，思考力，問題解

決能力を持ち，これからの高度情報化社会を担うことができる人材を養成す

ることを目指す。 

養成する 

人材像 

数学と情報学の素養を身に付け，幅広い数理情報学の知識，思考力，問題解

決能力を持ち，これからの高度情報化社会を担うことができる人材 

ディプロ

マ・ポリ

シー 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研

究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学

識，卓越した能力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与

することを目的としている。 
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この教育上の目的に基づき，情報学，数学の基礎や応用及びその関連分野の

幅広い知識を有し，関連産業やイノベーションに寄与できる高度な数理情報

学系の専門知識を身に付け，以下に示す学修成果を上げた者に，修士（数理

情報学）の学位を授与する。 

【基盤的能力】数理情報学分野の基盤となる豊かな学識，グローバルに活躍

するための基礎となる英語力及び論理的思考力を備え，様々な課題を多面的

な視点で捉える俯瞰力を身に付けている。 

【専門的学識】数学及び情報学分野における専門知識，研究能力及び高度の

専門性を要する職業に必要な専門的知識を身に付けている。 

【倫理観】数理情報学高度専門職業人及び研究者として活動するうえでの研

究倫理に関する規範意識を身に付けている。 

【創造力】数理情報学をはじめとする科学的な諸課題について，自らが新た

なる知を創造し，その知から更なる価値を生み出す能力を身に付け，社会が

直面する課題に新たな解決策を示すことができる。 

修了後の

進路 

IT 産業における高度情報系技術者，各種産業における DX（デジタルトラン

スフォーメーション）の担い手，数理情報学系研究者などの高度理工系技術

者など Society 5.0 の根幹を支える人材や，中学校・高等学校の数学教員 

 

物理学・応用物理学プログラム(修士課程) 

人材養成

目的 

物理学は自然科学の根幹であり，物質の本質を探究する物理学を理解し，物

性物理や固体物理等の応用も意識し，実社会に実装された物質に対する洞察

力，思考能力を身に付け，問題提起・問題解決に向けて行動できる高度専門

職業人を養成することを目的とする。 

養成する 

人材像 

素粒子から宇宙に至る物質の本質を探究する物理学を理解し，物性物理や固

体物理等の応用物理学の学修を通じて，実社会に実装された物質に対する洞

察力，思考能力を身に付け，問題提起・問題解決に向けて行動できる高度専

門職業人 

ディプロ

マ・ポリ

シー 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研

究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学

識，卓越した能力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与

することを目的としている。 

この教育上の目的に基づき，物理学及び応用物理学，さらにその関連分野の

幅広い学問の基盤的能力と高度な専門的知識を修得し，研究者・技術者とし

ての倫理観，問題を提示して他者との協働によりその解決策を提示する力を

身に付け，以下に示す学修成果を上げた者に，修士（理工学）の学位を授与

する。 

【基盤的能力】物理学及び応用物理学分野の基盤となる豊かな学識，グロー
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バルに活躍するための基礎となる英語力及び論理的思考力を備え，様々な課

題を多面的な視点で捉える俯瞰力を身に付けている。 

【専門的学識】物理学及び応用物理学分野における専門知識，研究能力及び

高度の専門性を要する職業に必要な実践的能力を身に付けている。 

【倫理観】物理学及び応用物理学高度専門職業人及び研究者として活動する

うえでの研究倫理に関する規範意識を身に付けている。 

【創造力】物理学及び応用物理学をはじめとする科学的な諸課題について，

自らが新たなる知を創造し，その知から更なる価値を生み出す能力を身に付

け，社会が直面する課題に新たな解決策を示すことができる。 

修了後の

進路 

製造業，運輸インフラ業の研究開発技術者などの高度理工系技術者や中学・

高等学校の理科教員 

 

生命・物質化学プログラム(修士課程) 

人材養成

目的 

生命科学と化学の基礎から応用を包括する物質化学における幅広い知識，思

考力，問題解決能力を有する高度理工系人材を養成することにより，これら

の学問領域が密接に関与する「人と地の健康を科学する」ことに貢献できる

人材を育成することを目的とする。 

養成する 

人材像 

生命科学と，化学の基礎から応用を包括する物質化学における幅広い知識，

思考力，問題解決能力を有する高度理工系人材 

ディプロ

マ・ポリ

シー 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研

究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学

識，卓越した能力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与

することを目的としている。 

この教育上の目的に基づき，生命工学及び物質化学，さらにその関連分野の

幅広い学問の基盤的能力と高度な専門的知識を修得し，倫理観及び新たな知

を創り出す創造力を身に付け，以下に示す学修成果を上げた者に，修士（理

工学）の学位を授与する。 

【基盤的能力】生命工学及び物質化学分野の基盤となる豊かな学識，グロー

バルに活躍するための基礎となる英語力及び論理的思考力を備え，様々な課

題を多面的な視点で捉える俯瞰力を身に付けている。 

【専門的学識】生命工学及び物質化学分野における専門知識，研究能力及び

高度の専門性を要する職業に必要な専門的知識を身に付けている。 

【倫理観】生命工学及び物質化学高度専門職業人及び研究者として活動する

うえでの研究倫理に関する規範意識を身に付けている。 

【創造力】生命工学及び物質化学をはじめとする科学的な諸課題について，

自らが新たなる知を創造し，その知から更なる価値を生み出す能力を身に付

け，社会が直面する課題に新たな解決策を示すことができる。 
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修了後の

進路 

化学産業，製薬産業，化学分析及び生命関連産業に貢献できる高度理工系技

術者や研究者，中学・高等学校などの理科教員 

 

地球生命環境科学プログラム(修士課程) 

人材養成

目的 

地球科学，生物科学，環境科学について，高度で幅広い知識と思考力を有す

る高度理工系人材を養成し，地球・生命・環境の絡み合う課題を俯瞰でき，

地球規模においても，地域社会においても「人と地の健康」に貢献できる人

材を育成する。 

養成する 

人材像 

地球・生命・環境の絡み合う課題を俯瞰でき，地球科学，生物科学，環境科

学について，高度で幅広い知識と思考力を有する高度理工系人材 

ディプロ

マ・ポリ

シー 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研

究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学

識，卓越した能力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与

することを目的としている。 

この教育上の目的に基づき，地球生命環境科学分野及びその関連分野の幅広

い学問の基盤的能力と高度な専門的知識を修得し，倫理観及び新たな知を創

り出す創造力を身に付け，以下に示す学修成果を上げた者に，修士（理学）

の学位を授与する。 

【基盤的能力】地球生命環境科学分野の基盤となる豊かな学識，グローバル

に活躍するための基礎となる英語力及び論理的思考力を備え，様々な課題を

多面的な視点で捉える俯瞰力を身に付けている。 

【専門的学識】地球生命環境科学分野における専門知識，研究能力及び高度

の専門性を要する職業に必要な専門的知識を身に付けている。 

【倫理観】地球生命環境科学高度専門職業人及び研究者として活動するうえ

での研究倫理に関する規範意識を身に付けている。 

【創造力】地球生命環境科学をはじめとする科学的な諸課題について，自ら

が新たなる知を創造し，その知から更なる価値を生み出す能力を身に付け，

社会が直面する課題に新たな解決策を示すことができる。 

修了後の

進路 

地図，地質，気象，医薬品，食品，農業，環境，分析の各分野の高度理工系技

術者や中学校・高等学校の理科教員 

 

メカトロニクスプログラム(修士課程) 

人材養成

目的 

電気電子工学と機械工学は，実社会の生活に直結した学問でもある。これら

の学問領域の基礎となる電磁気学や各種力学等の自然科学を理解し，幅広い

電子電気工学と機械工学の融合領域で貢献できる人材を養成することを目的

とする。 
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養成する 

人材像 

電磁気学や各種力学等の自然科学の基礎を理解し，電気電子工学と機械工学

の幅広い知識と問題解決能力を持つ人材 

ディプロ

マ・ポリ

シー 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研

究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学

識，卓越した能力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与

することを目的としている。 

この教育上の目的に基づき，電気電子工学及び機械工学，さらにその関連分

野の幅広い学問の基盤的能力と高度な専門的知識を修得し，倫理観及び新た

な知を創り出す創造力を身に付け，以下に示す学修成果を上げた者に，修士

（工学）の学位を授与する。 

【基盤的能力】電気電子工学及び機械工学分野の基盤となる豊かな学識，グ

ローバルに活躍するための基礎となる英語力及び論理的思考力を備え，様々

な課題を多面的な視点で捉える俯瞰力を身に付けている。 

【専門的学識】電気電子工学及び機械工学分野における専門知識，研究能力

及び高度の専門性を要する職業に必要な専門的知識を身に付けている。 

【倫理観】電気電子工学及び機械工学高度専門職業人及び研究者として活動

するうえでの研究倫理に関する規範意識を身に付けている。 

【創造力】電気電子工学及び機械工学をはじめとする科学的な諸課題につい

て，自らが新たなる知を創造し，その知から更なる価値を生み出す能力を身

に付け，社会が直面する課題に新たな解決策を示すことができる。 

修了後の

進路 

電気電子工学，機械工学を基盤として，電気システム，通信制御，電子物性

デバイス，設計生産，エネルギー・環境，機械制御情報，機械要素設計，エネ

ルギー機器，メカトロニクス，エレクトロニクス，ロボティクス等の分野産

業に広く貢献できる高度工学系技術者や研究者 

 

マテリアル科学工学プログラム(修士課程) 

人材養成

目的 

人口減少超高齢化及び地球温暖化という大きな課題に直面する現代におい

て，物質科学を基礎として，マテリアル革新力により産業と技術革新の基盤

づくりに貢献するとともに，安全・安心に住み続けられる都市インフラを実

現する人材を育成することを目的とする。 

養成する 

人材像 

材料科学とその関連分野において，「“人”と“地”の健康」に安全・安心社会を

構築する材料研究者・エンジニアや，マテリアル革新力を支えるグローバル

リーダー 

ディプロ

マ・ポリ

シー 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研

究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学

識，卓越した能力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与

することを目的としている。 
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この教育上の目的に基づき，柔軟に対応できる基礎能力と工学的知識を展開

していく応用能力をもって，マテリアル科学工学分野における専門知識を身

に付け，以下に示す学修成果を上げた者に，修士（工学）の学位を授与する。 

【基盤的能力】マテリアル科学工学分野の基盤となる豊かな学識，グローバ

ルに活躍するための基礎となる英語力及び論理的思考力を備え，様々な課題

を多面的な視点で捉える俯瞰力を身に付けている。 

【専門的学識】マテリアル科学工学分野における専門知識，研究能力及び高

度の専門性を要する職業に必要な専門的知識を身に付けている。 

【倫理観】マテリアル科学工学高度専門職業人及び研究者として活動するう

えでの研究倫理に関する規範意識を身に付けている。 

【創造力】マテリアル科学工学をはじめとする科学的な諸課題について，自

らが新たなる知を創造し，その知から更なる価値を生み出す能力を身に付け，

社会が直面する課題に新たな解決策を示すことができる。 

修了後の

進路 

国際的視点を持ち安全・安心で持続可能社会の創成を目指した，金属系素材

産業や輸送機械製造業において新規材料の創製・技術開発が可能な高度理工

系技術者 

 

都市・交通デザイン学プログラム(修士課程) 

人材養成

目的 

人口減少超高齢化及び地球温暖化という大きな課題に直面する現代におい

て，データサイエンスの高度な利用により，ハード（土木工学），ソフト（都

市・交通政策）の両面から安全・安心で快適な都市をデザインし，持続可能

な社会を実現する人材を育成することを目的とする。 

養成する 

人材像 

都市・交通デザイン学の専門的知識を有し，データサイエンスの高度な利用

により，ハード（土木工学），ソフト（都市・交通政策）の両面から安全・安

心で快適な都市をデザインし，持続可能な社会を実現する人材。 

ディプロ

マ・ポリ

シー 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研

究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学

識，卓越した能力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与

することを目的としている。 

この教育上の目的に基づき，都市・交通デザイン学及びその関連分野の幅広

い学問の基盤的能力と高度な専門的知識を修得し，倫理観及び新たな知を創

り出す創造力を身に付け，以下に示す学修成果を上げた者に，修士（工学）

の学位を授与する。 

【基盤的能力】都市・交通分野の基盤となる豊かな学識，グローバルに活躍

するための基礎となる英語力及び論理的思考力を備え，様々な課題を多面的

な視点で捉える俯瞰力を身に付けている。 

【専門的学識】都市・交通分野における専門知識，研究能力及び高度の専門
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性を要する職業に必要な専門的知識を身に付けている。 

【倫理観】都市・交通デザイン学高度専門職業人及び研究者として活動する

うえでの研究倫理に関する規範意識を身に付けている。 

【創造力】都市・交通デザイン学をはじめとする科学的な諸課題について，

自らが新たなる知を創造し，その知から更なる価値を生み出す能力を身に付

け，社会が直面する課題に新たな解決策を示すことができる。 

修了後の

進路 

総合建設業や橋梁メーカーなどで社会インフラを支える高度技術者や，デー

タサイエンスに精通して将来の都市・交通計画を担う融合型スペシャリスト 

 

先端クリーンエネルギープログラム(修士課程) 

人材養成

目的 

化学全般の基礎知識，及び水素エネルギー，CO2 の再資源化，核融合等にお

けるより幅広い専門知識を修得し，且つ，高度な研究能力を有するクリーン

エネルギー産業を支えうる人材を育成することを目的とする。 

養成する 

人材像 

化学全般の基礎知識，及び水素エネルギー，CO2 の再資源化，核融合等にお

けるより幅広い専門知識を修得し，且つ，高度な研究能力を有する将来クリ

ーンエネルギー産業を支えうる即戦力の技術者・研究者 

博士後期課程に進学し，クリーンエネルギーの実用化に向けた課題を独自

設定する能力を養うとともに，当該分野の最先端研究を主導することで，将

来未開の分野においても自己で問題設定・解決を完結できる先導的研究者・

技術者 

ディプロ

マ・ポリ

シー 

理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研

究し，その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学

識，卓越した能力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与

することを目的としている。 

この教育上の目的に基づき，幅広い学問の基盤的能力と水素エネルギー， 

CO2 の再資源化及び核融合等における高度な専門的知識を修得し，倫理観及

び新たな知を創り出す創造力を身に付け，以下に示す学修成果を上げた者に，

修士（理工学）の学位を授与する。 

【基盤的能力】クリーンエネルギー分野の基盤となる豊かな学識，グローバ

ルに活躍するための基礎となる英語力及び論理的思考力を備え，様々な課題

を多面的な視点で捉える俯瞰力を身に付けている。 

【専門的学識】クリーンエネルギー分野における専門知識，研究能力及び高

度の専門性を要する職業に必要な専門的知識を身に付けている。 

【倫理観】クリーンエネルギー高度専門職業人及び研究者として活動するう

えでの研究倫理に関する規範意識を身に付けている。 

【創造力】広範な知識とクリーンエネルギー研究の経験を通じ，倫理的思考

力と創造性を発揮して，クリーンエネルギーの実用化に貢献できる。 
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修了後の

進路 

クリーンエネルギー産業を支え得る即戦力の高度技術者・研究者として，エ

ネルギー系（電力，ガス，石油等），環境材料系（石油化学，化学工学，触媒

等），環境製品製造系（自動車，造船，宇宙等）に関わる企業及び研究機関 

 

（９）研究対象とする主たる学問分野 

１）数理情報学プログラム 

本プログラムは，数学，知能情報工学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，データ解析，量子情報処理，機械学習，視覚情報処理，情報統計

力学，人工知能， 計算生体光学，神経情報工学，情報通信， 機械学習，シミュレ－ション

工学，医用情報計測学，代数学，幾何学，解析学，応用数理の各テーマを網羅している。 

 

２）物理学・応用物理学プログラム 

本プログラムは，物理学，電気電子工学，材料工学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，素粒子物理学, 場の量子論，低温物理，凝縮系物理学，不規則系

物理学，放射光物理，多体問題，分光学，原子分子物理学，量子エレクトロニクス，重力波

物理学，組織制御工学，物性制御工学，鉄鋼材料工学，計算材料工学，通信システム工学，

極微電子工学，電子デバイス工学，有機光デバイス工学，構造物性工学，大気物理学，雪氷

学，流体物理学，光分子科学の各テーマを網羅している。 

 

３）生命・物質化学プログラム 

本プログラムは，化学，応用化学，生命工学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，放射線生物工学，薬理学・遺伝子工学，代謝工学，生体情報工学

特，神経システム，医療生命工学，生命有機化学，プロセスシステム工学，タンパク質シス

テム工学，触媒と表面科学，分子固体物性，錯体反応化学，電気分析化学，環境分析化学，

コロイド・界面化学，創薬工学，界面分析化学，計算分子科学，生体高分子材料化学，触媒

材料化学，光化学，分光化学，溶液化学，構造無機化学，生物無機化学，固体有機化学，有

機合成化学，有機金属化学，生体機能化学，生体分子工学の各テーマを網羅している。 

 

４）地球生命環境科学プログラム 

本プログラムは，地球科学，生物学，環境科学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，地殻物理学，地震学，地球電磁気学，気候力学，気象学，大気物

理学，気水圏情報処理，海洋物理学，雪氷学，雪氷圏変動論，古生物学，進化古生物学，火

山学，構造地質学，鉱床学，地球情報学，地球進化学，細胞生物学，動物生理学，比較内分

泌学，時間生物学，共生機能科学，生体制御学，生体機能調節学，情報伝達物質化学，分子

育種学，進化遺伝学，生態発生学，動物病態生理学，植物科学，動物科学，環境化学，環境

化学計測，環境無機反応論，環境水質，水圏化学，同位体地球化学，環境生物学，環境微生

物学，植物生態学，環境植物生理学，生態学，進化生物学，微生物生態学，生物統計学の各
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テーマを網羅している。 

 

５）メカトロニクスプログラム 

本プログラムは，電気電子工学，機械工学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，電力システム工学，先端電力システム工学，エネルギー変換工学，

動的システム・ロボティクス，波動通信工学，通信システム工学，生体システム工学，計測

システム工学，極微電子工学，電子デバイス工学，有機光デバイス工学，構造物性工学，弾

性力学，塑性力学，強度設計工学，要素設計工学，構造設計，精密加工学．塑性加工学，流

体工学，流体力学，環境数理解析，機械システム動力学，ロボティックス，自律システム工

学，制御機械，センシング工学，画像計測システム，ナノ機械システムの各テーマを網羅し

ている。 

 

６）マテリアル科学工学プログラム 

本プログラムは，物質科学，材料工学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，素形制御工学，組織制御工学，加工制御工学，機能制御工学，環

境制御工学，物性制御工学，材料プロセス工学，鉄鋼材料工学，計算材料工学，光機能材料

工学，反応制御工学，軽量材料工学の各テーマを網羅している。 

 

７）都市・交通デザイン学プログラム 

本プログラムは，土木工学，都市・交通政策，情報・数理科学を主たる学問分野としてい

る。 

教育する個別の分野は，都市・交通データサイエンス，デザイン思考とアントレプレナー

シップ論，都市・交通デザイン学，インフラ設計学，都市・交通計画学，自然災害学，工学

的リスクマネジメント，川の動態とそのシミュレーション，橋梁工学，耐震工学，連続体力

学，地盤工学，水工学，コンクリート材料・構造，維持管理工学，社会調査デザイン論，持

続可能な社会に資する交通デザイン，行動防災計画学，プロジェクトマネジメント学，鉄道

等公共交通の制度設計論，総合交通政策とまちづくり実践論，都市空間計画論，公共経済学・

交通経済学，景観設計学，広場空間の設計，災害情報学，都市・建築環境学，画像計測・処

理学，数値シミュレーションの各テーマを網羅している。 

 

８）先端クリーンエネルギープログラム 

本プログラムは，エネルギー科学，材料科学，核科学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，エネルギー科学，材料科学，物理化学，熱力学，触媒化学，放射

線・同位体科学，電気化学，計算科学，有機合成化学，構造無機化学，エネルギー変換学，

分光学，プラズマ科学，電磁気学，原子力工学，光化学，生物無機化学，錯体化学，応用化

学，化学工学，核化学，固体化学，反応工学，金属工学，セラミック工学，半導体工学，分

析化学の各テーマを網羅している。 
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２．修士課程までの構想か，又は，博士課程の設置を目指した構想か 

本研究科修士課程において１研究科１専攻として分野融合的なプログラムを編成するこ

とにより，修了生は各分野の専門知識や技能に加えて，広い視野からの俯瞰的視野を持

ち，より実践的な能力を備えた高度専門職業人として，国内外において，各産業分野にお

ける科学技術の進歩に貢献することが期待される。 

それに加え，より高度な技術者・研究者を目指して博士課程に進学することも期待され

る。進学先の博士課程は，現行では大学院理工学教育部博士課程が存在しているが，本研

究科修士課程の特長（１研究科１専攻で融合的なプログラムを設置）を受け継いだ，より

高度な教育研究を実現するための進学先として本構想に対応した博士後期課程の整備を行

う。そして，修士課程の学年進行に合わせて，１研究科１専攻の博士課程として改編する

予定である（令和６年度設置予定）。 

 

３．研究科・専攻等の名称及び学位の名称 

（１）研究科・専攻の名称及び学位の名称及びその理由 

 理工学研究科は，幅広い学問の基盤的能力と高度な専門的知識を修得し，倫理観及び新た

な知を創り出す創造力を身に付け，分野の枠を超えたイノベーションを可能とする高度専

門職業人の養成を目的として，理学と工学の枠を超えた教育・研究を展開することを目指し

ている。特に，自然科学を応用した技術革新においては，自然科学的な原理の裏付けが明確

で，実用化される技術に関して，社会的に説明責任を果たすことができ，安心で安全に社会

実装できることが必須となってきている。したがって，高等教育における理工系人材の育成

に関しても，理学的な真理の追求と工学的な技術の社会実装が表裏一体であるという，まさ

に理学と工学の相補的な学問センスを身に付けた人材育成が重要になってきている。以上

の観点から，理工学研究科を 1 専攻として「理工学専攻」（英語名：Graduate School of Science 

and Engineering）とした。当該専攻において授与する学位については，修士（理学），修士

（工学），修士（理工学），修士（数理情報学）であり，養成する人材像・専門分野ごとに設

けられたプログラムで，授与する学位が決まる。 

プログラムごとの授与する学位は以下のとおりである。 

数理情報学プログラム       修士（数理情報学） 

物理学・応用物理学プログラム   修士（理工学） 

生命・物質化学プログラム     修士（理工学） 

地球生命環境科学プログラム    修士（理学） 

メカトロニクスプログラム     修士（工学） 

マテリアル科学工学プログラム   修士（工学） 

都市・交通デザイン学プログラム  修士（工学） 

先端クリーンエネルギープログラム 修士（理工学） 
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（２）プログラムの名称及び学位の名称及びその理由 

１）数理情報学プログラム（学位：数理情報学） 

本プログラムは，今後の情報化社会のさらなる進展を見据え，数学と情報学の素養を身

に付け，幅広い数理情報学の知識，思考力，問題解決能力を持ち，これからの高度情報化

社会を担うことができる人材を育成することを目的としている。この目的に沿って，数学，

知能情報工学を主たる学問分野として，数学と情報学の素養を主に必要とする数理情報

学の幅広い分野で貢献できる高度専門職業人を養成するカリキュラムを備えているため，

プログラム名を「数理情報学プログラム」（英語名：Program of Mathematics and 

Informatics）とし，授与する学位を「修士（数理情報学）」（英語名：Master of Mathematics 

and Informatics）とした。 

 

２）物理学・応用物理学プログラム（学位：理工学） 

本プログラムは，素粒子から宇宙に至る物質の本質を探究する物理学を理解し，実社会

に実装された物質に対する洞察力，思考能力を身に付け，問題提起・問題解決に向けて行

動できる高度専門職業人を育成することを目的にしている。この目的に沿って，物理学，

電気電子工学，材料工学を主たる学問分野として，理学と工学の分野にまたがって，物質

の本質を探究する物理学と実社会に実装された物質に対する洞察を行う応用物理学の分

野を広く修得するカリキュラムを備えているため，プログラム名を「物理・応用物理学プ

ログラム」（英語名：Program of Physics and Applied Physics）とし，授与する学位を「修

士（理工学）」（英語名：Master of Science and Engineering）とした。 

 

３）生命・物質化学プログラム（学位：理工学） 

本プログラムは，生命科学と，化学の基礎から応用を包括する物質化学における幅広い

知識，思考力，問題解決能力を有する高度理工系人材を育成することを目的にしている。

この目的に沿って，理学として位置づけられる化学と，工学として位置づけられる応用化

学，生命工学にまたがって，生命科学と化学の基礎から応用を包括する物質化学の分野を

広く修得するカリキュラムを備えているため，プログラム名を「生命・物質化学プログラ

ム」（英語名：Program of Life Science and Material Chemistry）とし，授与する学位を「修

士（理工学）」（英語名：Master of Science and Engineering）とした。 

 

４）地球生命環境科学プログラム（学位：理学） 

本プログラムは，地球科学，生物科学，環境科学について，高度で幅広い知識と思考力

を有する高度理工系人材を育成することを目的にしている。この目的に沿って，理学系の

領域において，地球科学，生物科学，環境科学の主たる学問分野を広く修得するカリキュ

ラムを備えているため，プログラム名を「地球生命環境科学プログラム」（英語名：Program 

of Earth, Life, Environmental Science）とし，授与する学位を「修士（理学）」（英語名：

Master of Science）とした。 
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５）メカトロニクスプログラム（学位：工学） 

本プログラムは，電気電子工学と機械工学の幅広い知識と問題解決能力を持つ人材を

育成するために，電気電子工学，機械工学を主たる学問分野として，工学系の領域におい

て，その関連分野である電気システム，通信制御，電子物性デバイス，設計生産，エネル

ギー・環境，機械制御情報，機械要素設計，エネルギー機器，機械装置，機械機器，エレ

クトロニクス，ロボティクス等の幅広い分野の知識と問題解決能力を身に付けることを

目的としている。これらの工学の融合領域を象徴する名称としてプログラム名を「メカト

ロニクスプログラム」（英語名：Program of Mechatronics）とし，授与する学位を「修士

（工学）」（英語名：Master of Engineering）とした。 

 

６）マテリアル科学工学プログラム（学位：工学） 

本プログラムは，材料科学とその関連分野において，「“人”と“地”の健康」に安全・安心

社会を構築する材料研究者・エンジニア，マテリアル革新力を支えるグローバルリーダー

を育成することを目的にし，材料工学を主たる学問分野として，工学領域の材料科学とそ

の関連分野における能力を身に付けることから，プログラム名を「マテリアル科学工学プ

ログラム」（英語名：Program of Materials Science and Engineering）とし，授与する学位

を「修士（工学）」（英語名：Master of Engineering）とした。 

 

７）都市・交通デザイン学プログラム（学位：工学） 

本プログラムは，都市・交通デザイン学のスペシャリストを育成することを目的にし，

都市・交通デザイン学を主たる学問分野として，工学領域の都市・交通デザイン学の専門

能力を身に付けることから，プログラム名を「都市・交通デザイン学プログラム」（英語

名：Program of Civil Design and Engineering）とし，授与する学位を「修士（工学）」（英

語名：Master of Engineering）とした。 

 

８）先端クリーンエネルギープログラム（学位：理工学） 

本プログラムは，環境に配慮したクリーンエネルギーの開発・活用を通じて「“人”と“地”

の健康」のうち，「“人”の健康」に関しては地域の活性化，「“地”の健康」に関しては環境

に優しく，持続可能な社会の構築に貢献する即戦力の高度技術者・研究者を輩出すること

を目的とし，化学全般の基礎教育やクリーンエネルギーの専門教育，並びにこれらを活用

した最先端研究を通じて，理工学的な知見や創造力を発揮して問題解決にあたる能力を

身に付けることから，プログラム名を「先端クリーンエネルギープログラム」（英語名：

Program of Advance Clean Energy）とし，授与する学位を「修士（理工学）」（英語名：

Master of Science and Engineering）とした。 
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（３）学位の専攻分野の決定時期と方法 

理工学研究科では 1 つの専攻で，各プログラムにおいて，理学，工学，理工学，数理情報

学のいずれかの学位を授与している。どの学位が授与されるかは，プログラムごとに決まっ

ており，どの学位の分野を専攻するかについては，プログラムごとに実施される入学試験を

受験し，入学時に学位プログラムが決定される。各プログラムのディプロマ・ポリシーに則

って，学位が授与される。 

 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 

専攻分野に関する高度の専門的知識・能力の修得に加え，学修課題を複数の科目等を通し

て体系的に履修するコースワークを充実させ，関連する分野の基礎的素養を涵養する。将来

の研究リーダーや国際社会など多様な場で活躍できる研究者の育成の観点からは，コース

ワークを通じて，例えば，研究企画書の作成等を含めた研究プロジェクトの企画・マネジメ

ント能力や英語のプレゼンテーション能力の涵養などに努めていく。 

 

（１）教育課程編成に関する全学的方針 

本学は，「地域と世界に向かって開かれた大学として，生命科学，自然科学と人文社会科

学を総合した特色ある国際水準の教育及び研究を行い，人間尊重の精神を基本に高い使命

感と創造力のある人材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学，芸術文化，人

間社会と自然環境との調和的発展に寄与する」ことを理念としている。 

富山大学大学院では，修了認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した能力

を修得させるため，体系的な教育課程を編成する。授業は講義・演習・実験・実習・実技の

様々な方法・形態等により行い，学生が主体的・能動的に学ぶことができるものとする。そ

の評価は各能力における学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価

基準に基づいて行う。 

 

（２）教育課程の編成の考え方及び特色 

理工学研究科では，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)に掲げる４つの能力

（基盤的能力，専門的学識，倫理観，創造力）を修得させるため，体系的な教育課程を編成

する。 

理工学研究科の特色は，理学・工学の学問領域の相補的・相乗的な連携を強化するととも

に，学問領域の枠を超えた，新しい学問領域に対応することを目指して，各学位プログラム

を編成することである。学生は，幅広い知識を身に付ける大学院共通科目，理工の枠を超え

た自然科学の基盤的知識や技術を身に付ける研究科共通科目及び専門の高度な知識や技術

を身に付けるプログラム専門科目を履修し，複数の指導教員による多面的な視点による研

究指導を受け，普遍的能力と専門的能力の両方を身に付ける。 

プログラム専門科目において，異分野の研究背景や研究事例を広く理解するための科目

として，すべてのプログラムにおいて「異分野研究体験」あるいは「研究室インターンシッ
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プ」を開設する。 

その教育課程により，以下のような効果が期待できる。 

・社会で活躍するための幅広い視野や知識を修得することができる。 

・異分野の研究背景や研究事例を広く理解することができる。 

・理学系の学生が工学系の教員から，自然科学分野の成果を社会実装することの意義と必要

性を修得することができ，工学系の学生が理学系の教員から，技術の社会実装における原

理原則の重要性と必要性を修得することができる。 

・理学部卒業の学生が工学系の研究指導を受け工学の学位を取得でき，工学部卒業の学生が

理学系の研究指導を受け理学の学位を取得でき，さらに，新しい融合領域の研究指導を受

けて数理情報学や理工学の学位を取得できるため，学部教育の学問領域にとらわれるこ

となく，将来の方向性を選択できる。 

・理工の垣根のない，分野横断的な教育・研究環境により，社会の目まぐるしい変化と多様

な環境に対応できる，柔軟で，適応能力のある人材を育成することができる。 

・理学及び工学の分野の特徴を活かした理工学研究科共通科目により，それぞれの学問分野

を理学的視点と工学的視点の両面から理解することができる。 

  

以上のように，幅広い基盤教育とともに理工一体化した教育が可能となり，理工の両学問の

特徴を十分理解した上で専門分野の能力を社会で発揮できる人材を育成することができる。 

 

１）大学院共通科目 

大学院共通科目は，大学院全体で，学問分野を問わず共通の内容の授業を提供すること

で，専門分野以外の幅広い基礎的能力や俯瞰的なものの見方，コミュニケーション能力， 

倫理観等を身に付けた人材を育成することを目的に，全学共通で設定される授業科目群

である。 

授業科目としては，「研究倫理」，「科学技術と持続可能社会」，「地域共生社会特論」，「研

究者としてのコミュニケーション:基礎と応用」，「アート・デザイン思考」，「英語論文作

成Ⅰ」，「英語論文作成Ⅱ」，「データサイエンス特論」，「大学院生のためのキャリア形成」

及び「知的財産法」の 10 科目（いずれも 1 単位）を開設する。 

本研究科は「研究倫理」，「科学技術と持続可能社会」を必修科目とする。「地域共生社

会特論」，「研究者としてのコミュニケーション:基礎と応用」，「アート・デザイン思考」，

「英語論文作成Ⅰ」，「英語論文作成Ⅱ」，「データサイエンス特論」，「大学院生のためのキ

ャリア形成」及び「知的財産法」は選択科目とし，2 科目以上選択する。 

 

２）研究科共通科目 

理工学分野の基盤的能力を備え，理工学分野を幅広く俯瞰できる人材を養成すること

を目的として，理工学研究科に研究科共通科目を設ける。 

理工学分野において基盤となる科目を，研究科共通科目とし，その中から 4 単位以上
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履修することとする。研究科共通科目のうち，「実験安全特論Ⅰ」を必修科目とし，分野

ごとに計８科目開設する「自然科学社会実装概論」の中から 2 単位選択必修とする。 

 

「実験安全特論Ⅰ」（1 単位）（必修） 

理工系の分野で薬品や実験機器を用いて実験を行う際には安全に配慮することが求

められるが，現在では研究分野が広がってきており，化学薬品や実験機器がさまざまな

分野で用いられている。しかしながら学部教育では分野ごとのカリキュラムの色合い

が強く，薬品の危険性や機器の取り扱いの注意点について十分に学んでいないことが

多い。そこで，実験を行う上で必要な安全管理の考え方や化学物質等の危険性・有害性，

実験機器の取扱方法について解説を行い，実験で起こる事故やケガ，薬品の漏えいなど

の環境汚染の低減・防止を目的としている。安全に実験を遂行するため講義であること

から，必修科目としている。 

 

「実験安全特論Ⅱ」（1 単位） 

必修科目である「実験安全特論Ⅰ」の内容をさらに深める。特に薬品・化学物質を取

り扱う上での注意点を詳細に解説し，それぞれの特徴や安全な取扱方法を理解できる

ことを目指す。また，学生個人が安全に配慮するだけでなく，研究室などのチーム全体

で協力しながら事故を防止できる環境を作るための考え方についても解説する。これ

らは事故を防止するために有用なだけでなく，研究やさまざまなプロジェクトを遂行

するために大事な考え方でもある。 

 

「自然科学社会実装概論」（分野ごとに８科目開設，各 1 単位）（２単位選択必修） 

理学あるいは工学の各分野の研究成果がどのように社会実装されているかを，理学

系と工学系の教員がともに各学問分野で解説する科目である。自然科学を応用し社会

実装するためには，応用原理について説明責任が果たせる，理学的な知識や理解は極め

て重要である。一方，自然科学の理学的な研究を行う上で，その成果がいかに実社会で

応用できるかを見通すことも重要である。本講義では，幅広い自然科学の分野において，

理学と工学の深い関連性を，事例を紹介しながら解説し，これから理工学関連の研究や

開発に携わるために必要なセンスを醸成することを目的とする。各学問分野で「自然科

学社会実装概論（数学/情報工学）」「自然科学社会実装概論（物理/応用物理学）」「自然

科学社会実装概論（化学/応用化学）」「自然科学社会実装概論（生物/生命工学）」「自然

科学社会実装概論（地球生命環境科学）」「自然科学社会実装概論（マテリアル）」「自然

科学社会実装概論（都市・交通デザイン学）」「自然科学社会実装概論（クリーンエネル

ギー）」が開講され，これらのうちから２単位を選択必修で履修する。 

 

「ロジカルシンキング」（1 単位） 

理工系の修士課程において，研究を進める上での，各過程における合理的思考様式， 
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方法論について修得する。 

 

「理工共同インターンシップⅠ」（1 単位） 

理工系関連企業において，実習あるいは研修形態の就業体験をすることによって，就

労の実態，意義を体感し，自己理解を深める。さらに，社会で貢献するための課題を自

覚し，キャリアデザインの一助とする。本授業は５日間で行う比較的短期のインターン

シップである。 

 

「理工共同インターンシップⅡ」（２単位） 

理工系関連企業において，実習あるいは研修形態の就業体験をすることによって，就

労の実態，意義を体感し，自己理解を深める。さらに，社会で貢献するための課題を自

覚し，キャリアデザインの一助とする。本授業は 10 日間で行う比較的長期のインター

ンシップである。 

 

「ファーマ・メディカルエンジニアリング概論Ⅰ」（1 単位） 

地元企業及び社会が求めるこれからのファーマ・メディカルエンジニアを目指す学

生への導入科目として，その基盤となる考え方，科学，要素技術，企業での事例等につ

いて，主として医薬品の開発・製造を中心に学ぶ。 

 

「ファーマ・メディカルエンジニアリング概論 II」（1 単位） 

地元企業及び社会が求めるこれからのファーマ・メディカルエンジニアを目指す学

生への導入科目として，その基盤となる考え方，経営論，科学，要素技術，企業での事

例等について，主として医療機器・器具や福祉機器・器具の開発を中心に学ぶ。また，

予防医学や臨床工学，看工融合の重要性についても学ぶ。 

 

「ファーマ・メディカルエンジニアリング実習 I」（１単位） 

生体計測工学，医薬品合成や分析，製剤工学などが関わる融合領域の産業で活躍でき

るように，学生の専門領域以外の分野で用いられている技術を浅く広く体験学修する。 

 

「ファーマ・メディカルエンジニアリング実習 II」（1 単位） 

医療工学，バイオテクノロジーや薬品分析・薬理評価などが関わる融合領域の産業で

活躍できるように，学生の専門領域以外の分野で用いられている技術を浅く広く体験

学修する。 

 

 「科学普及活動実習Ⅰ」（１単位） 

   科学を題材として，コミュニケーション力を養う。プレゼンテーションの技術を学び，

実践課題として実際にサイエンスカフェを計画し，実施する。科学を分かりやすく伝え
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る，そのための手段が分かる，サイエンスカフェを企画・運営できるといった能力を身

に付ける。 

 

「科学普及活動実習Ⅱ」（１単位） 

  科学を題材として，コミュニケーション力を養う。科学記事の書き方を学び，実践課

題として研究者インタビュー記事を作成し，完成記事を広報誌に掲載する。科学を分か

りやすく伝える，そのための手段が分かる，分かりやすい科学紹介記事を書くことがで

きるといった能力を身に付ける。 

 

３）プログラム専門科目 

ア．数理情報学プログラム 

本プログラムの教育研究の主要分野は「数学」，「知能情報工学」であり，以下のプロ

グラム専門科目を開設し，出口に対応して履修モデルを構築する。 

数理情報学に関する専門性を身に付ける科目として，次の科目を開設する。履修に当

たり，専門分野を深化させたい学生が履修計画を立てやすいように，関連する科目を分

類し，「情報科目群」及び「数理科目群」を設ける。 

【情報科目群】データ解析特論，エージェントシステム特論，視覚情報処理特論，医

用超音波工学特論，神経情報工学特論，通信方式特論，人工知能特論第１・第２，

情報統計力学特論，量子情報処理特論，計算生体光学特論，臨床情報医工学特論 

【数理科目群】代数学特論Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２，幾何学特論Ａ１・Ａ２・Ｂ１・

Ｂ２，解析学特論Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２・Ｄ１・Ｄ２，応用数理特

論Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２，数学概論Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２・Ｄ１・

Ｄ２，数理情報学コアＡ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２ 

 

実践力・課題解決力を身に付ける科目として，「数理情報学演習１・２・３」を開設

する。 

異分野の研究背景や研究事例を広く理解するための科目として，「異分野研究体験

（数理情報学）」を開設する。 

イノベーション創出につなげる科目として，「数理情報学特別研究」を開設する。 

上記のうち，「数理情報学演習１・２・３」と「数理情報学特別研究」は，数理情報

学プログラムでの必修科目である。 

「数理情報学演習１」（必修）（1 単位） 

特別研究で各自が行う研究課題そのものではなく，その周辺領域について文献や技

術の調査によるアクティブラーニングを行うことにより，周辺領域についての理解を

深める。 

「数理情報学演習２」（必修）（1 単位） 

数理情報学演習 1 で行った各自の研究課題周辺領域について文献や技術の調査に加
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え，グループディスカッションによるアクティブラーニングを行うことにより，周辺領

域についての理解を深めるとともに，ディスカッション能力を向上させる。 

「数理情報学演習３」（必修）（1 単位） 

数理情報学演習 2 で行った各自の研究課題周辺領域について文献や技術の調査とデ

ィスカッションで培われた内容についてプレゼンテーションを行うことにより，研究

課題周辺領域についての理解とプレゼンテーション能力を向上させる。 

「数理情報学特別研究」（必修）（10 単位） 

数理情報学の分野の研究に必要な基礎的な専門知識を理解するとともに発表能力の

向上を図り，実際に研究を行う。さらに修士論文執筆も行う。 

 

イ．物理学・応用物理学プログラム 

本プログラムの教育研究の主要分野は「物理学」，「電気電子工学」，「材料工学」であ

り，以下のプログラム専門科目を開設し，出口に対応して履修モデルを構築する。 

物理学・応用物理学に関する専門性を身に付ける科目として，次の科目を開設する。

履修に当たり，専門分野を深化させたい学生が履修計画を立てやすいように，関連する

科目を分類し，「物理学科目群」及び「応用物理学科目群」を設ける。 

【物理学科目群】素粒子物理学ⅠＡ・ⅠＢ，ⅡＡ・ⅡＢ，場の量子論ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱ

Ａ・ⅡＢ，低温物理学Ａ・Ｂ，凝縮系物理学Ａ・Ｂ，不規則系物理学Ａ・Ｂ，放射

光物理Ａ・Ｂ，多体問題Ａ・Ｂ，分光学Ａ・Ｂ，原子分子物理学Ａ・Ｂ，量子エレ

クトロニクスＡ・Ｂ，重力波物理学ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ，大気物理学特論Ａ・

Ｂ，雪氷学特論Ａ・Ｂ，流体物理学Ａ・流体物理学Ｂ，光分子科学Ａ・Ｂ 

【応用物理学科目群】組織制御工学特論，物性制御工学特論，鉄鋼材料工学特論，計

算材料工学特論，通信システム特論Ⅰ，電子物性工学特論Ⅱ，電子デバイス工学特

論Ⅰ・Ⅱ，構造物性工学特論 

実践力・課題解決力を身に付ける科目として，「物理学・応用物理学実践演習」を開

設する。 

所属研究分野と異なる研究室における研究背景や研究事例を広く理解するための科

目として，「研究室インターンシップ」を開設する。 

知の生産，価値創造につなげる科目として，「物理学・応用物理学特別研究」，「物理

学・応用物理学技法 A」，「物理学・応用物理学技法 B」を開設する。 

上記のうち，「物理学・応用物理学特別研究」，は，物理学・応用物理学プログラムで

の必修科目である。 

「物理学・応用物理学特別研究」（必修）（10 単位） 

修士論文の作成を目指しそれを通じて，高度の専門性を要する職業（研究者，技術者，

数学または理科の教員等）に必要な高度な能力を修得する。受身の学修でなく，自ら問

題を設定して解決を目指す。各指導教員の専門分野に関して，研究の実践・指導を行い，

修士論文のための論文指導を行う。 
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ウ．生命・物質化学プログラム 

本プログラムの教育研究の主要分野は「化学」，「応用化学」，「生命工学」であり，以

下のプログラム専門科目を開設し，出口に対応して履修モデルを構築する。 

生命・物質化学に関する専門性を身に付ける科目として，次の科目を開設する。履修

に当たり，専門分野を深化させたい学生が履修計画を立てやすいように，関連する科目

を分類し，「生命工学科目群」，「応用化学科目群」及び「化学科目群」を設ける。 

【生命工学科目群】放射線生物工学特論，生命有機化学特論，神経システム特論，代

謝工学特論，薬理学・遺伝子工学特論，タンパク質システム工学特論，医療生命工

学特論，プロセスシステム工学特論，生体情報工学特論，生物反応工学特論，生体

材料医工学特論，細胞物性工学特論 

【応用化学科目群】触媒と表面科学特論，分子固体物性特論，錯体反応化学特論，電

気分析化学特論，環境分析化学特論，コロイド・界面化学特論，創薬工学特論，界

面分析化学特論，計算分子科学特論，生物工学特論，生体高分子材料化学特論，触

媒材料化学特論 

【化学科目群】光化学，分光化学Ⅰ・Ⅱ，溶液化学特論Ⅰ・Ⅱ，構造無機化学Ⅰ・Ⅱ，

生物無機化学Ⅰ・Ⅱ，固体有機化学Ⅰ・Ⅱ，有機合成化学Ⅰ・Ⅱ，有機金属化学Ⅰ・

Ⅱ，生体機能化学Ⅰ・Ⅱ，生体分子工学特論Ⅰ・Ⅱ，放射線・同位体科学特論Ⅰ・

Ⅱ，クリーンエネルギーナノ材料科学特論Ⅰ・Ⅱ，クリーンエネルギー固体材料科

学特論Ⅰ・Ⅱ，水環境計測特論Ⅰ・Ⅲ，最先端化学特論Ⅰ・Ⅱ 

実践力・課題解決力を身に付ける科目として，遺伝情報工学演習，再生医療工学演習，

応用微生物学演習，生体情報薬理学演習，タンパク質システム工学演習，神経システム

工学演習，生命電子電気工学演習，生体機能性分子工学演習，化学特別実験を開設する。 

異分野の研究背景や研究事例を広く理解するための科目として，「異分野体験（生命・

物質化学プログラム）」を開設する。 

イノベーション創出につなげる科目として，「生命・物質化学特別研究」を開設する。 

上記のうち，「生命・物質化学特別研究」は，生命・物質化学プログラムでの必修科

目である。 

「生命・物質化学特別研究」（必修）（10 単位） 

生命工学，化学及びその応用に関する幅広い分野の研究の実践，指導を行い，各分野

の研究成果についての論作成指導を行う。 

 

エ．地球生命環境科学プログラム 

本プログラムの教育研究の主要分野は「地球科学」，「生物学」，「環境科学」であり，

以下のプログラム専門科目を開設し，出口に対応して履修モデルを構築する。 

地球生命環境科学に関する専門性を身に付ける科目として，次の科目を開設する。履

修に当たり，学生が専門分野を深化する上で，学修すべき科目が明確となるよう，「地
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球生命環境科学科目群」を設ける。 

【地球生命環境科学科目群】環境科学特論Ａ・Ｂ，水環境計測特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，

水圏化学特論，化学海洋学，気候変動解析学，同位体地球化学特論，環境微生物学特

論Ａ・Ｂ，植物生態学特論，植物生理生態学特論，生物化学特論，環境植物生理学特

論，生態学特論Ａ・Ｂ，進化生物学特論，微生物生態学特論Ａ・Ｂ，河川生態学特論，

生態系生態学特論，雪氷学特論Ａ・Ｂ，大気物理学特論Ａ・Ｂ，古生物学特論Ａ・Ｂ，

地方創生環境学特論Ａ・Ｂ，比較内分泌学特論Ⅰ・Ⅱ，時間生物学特論Ⅰ・Ⅱ，総合

病害虫管理学，共生機能科学特論，資源植物学特論Ⅰ・Ⅱ，生体機能調節学特論Ⅰ・

Ⅱ，情報伝達物質化学特論Ⅰ・Ⅱ，植物生産学特論，分子遺伝学特論，進化遺伝学特

論Ⅰ・Ⅱ，生態発生学特論Ⅰ・Ⅱ，動物病態生理学特論Ⅰ・Ⅱ，植物科学特論Ⅰ・Ⅱ，

動物科学特論Ⅰ・Ⅱ，地球電磁気学特論Ａ・Ｂ，地殻物理学特論，地球内部物性特論，

地球内部物理学特論，構造地質学，日本列島形成史，火成岩岩石学特論，火山学特論，

地球情報学特論，鉱床学特論Ⅰ・Ⅱ，進化古生物学Ａ・Ｂ，地震地質学，リモートセ

ンシング学特論，地球雪氷学総論，海洋気候学特論，応用気象学特論，気象学特論，

気水圏情報処理特論Ａ・Ｂ，気水圏変動特論，「特別講義」（地球科学特別講義Ⅰ・Ⅱ，

環境科学特別講義Ⅰ・Ⅱ 

実践力・課題解決力を身に付ける科目として，「生物学特別実験」，「地球電磁気学実

習Ａ，B」，「地球科学時系列データ解析演習」，「地質学巡検」，「地質学演習」，「進化古

生物学実習」，「気水圏実習」，「地球生命環境科学ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を開設す

る。 

異分野の研究背景や研究事例を広く理解するための科目として，「異分野研究体験

（地球生命環境科学）」を開設する。 

知の生産，価値創造につなげる科目として，「地球生命環境科学特別研究」を開設す

る。 

上記のうち，「地球生命環境科学特別研究」は，地球生命環境科学プログラムでの必

修科目である。 

「地球生命環境科学特別研究」（必修）（10 単位） 

地球生命環境科学分野の研究テーマに関して，研究の実践，論文の執筆指導を行う。 

 

オ．メカトロニクスプログラム 

本プログラムの教育研究の主要分野は「電気電子工学」，「機械工学」であり，以下の

プログラム専門科目を開設し，出口に対応して履修モデルを構築する。 

メカトロニクスに関する専門性を身に付ける科目として，「各特論」（電力工学特論，

送配電工学特論，エネルギー変換工学特論Ⅰ・Ⅱ，システム制御工学特論Ⅰ・Ⅱ，波動

通信工学特論，通信システム特論Ⅰ・Ⅱ，生体計測工学特論，神経系計測工学特論，計

測システム特論，電子物性工学特論Ⅰ・Ⅱ，電子デバイス工学特論Ⅰ・Ⅱ，構造物性工

学特論，弾性力学特論，塑性力学特論，強度設計工学特論，要素設計工学特論，構造設
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計特論，精密加工学特論，塑性加工学特論，流体工学特論，流体力学特論，環境数理解

析特論，機械システム知能学特論，ロボティクス特論，自律システム工学特論，制御機

器特論，センシング工学特論，画像計測システム特論，ナノ機械システム特論）を開設

する。 

実践力・課題解決力を身に付ける科目として，「メカトロニクス特別演習Ⅰ・Ⅱ」を

開設する。 

異分野の研究背景や研究事例を広く理解するための科目として「異分野研究体験（メ

カトロニクス）」を開設する。 

イノベーション創出につなげる科目として「メカトロニクス特別研究」を開設する。 

上記のうち，「メカトロニクス特別演習Ⅰ・Ⅱ」，「メカトロニクス特別研究」は，メ

カトロニクスプログラムでの必修科目である。 

「メカトロニクス特別演習Ⅰ・Ⅱ」（必修）（各 2 単位） 

高い専門性の修士論文研究をとりまとめるための演習であり，メカトロニクスを背

景として課題を解決するための実践的な能力を身に付ける。修士論文研究に関連する

背景を文献等から調査し，解決すべき課題を明確にするための討論を行う。明らかにな

った課題を解決するための研究計画を作成し，研究を実施する。得られた研究成果を整

理・検討を行う。修士論文研究の進捗状況を研究計画と対比して検討し，討論を行う。 

「メカトロニクス特別研究」（必修）（10 単位） 

研究者，技術者に必要な知識・技術・経験を積み重ね，最終的には修士学位論文を完

成させる。 

 

カ．マテリアル科学工学プログラム 

本プログラムの教育研究の主要分野は「物質科学」，「材料工学」であり，以下のプロ

グラム専門科目を開設し，出口に対応して履修モデルを構築する。 

マテリアル科学工学に関する高度専門知識を身に付ける科目として，「各特論」（素形

制御工学特論，組織制御工学特論，加工制御工学特論，機能制御工学特論，環境制御工

学特論，物性制御工学特論，材料プロセス工学特論Ⅰ・Ⅱ，鉄鋼材料工学特論，計算材

料工学特論，光機能材料工学特論，反応制御工学特論，軽量材料工学特論）を開設する。 

また，「英語で実施する特論」（グローバル先端材料工学特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・V）を

開設する。 

異分野の研究背景や研究事例を広く理解するための科目として，「異分野研究体験

（マテリアル）」を開設する。 

マテリアル科学工学に関する応用力を身に付ける科目として，「マテリアル科学工学

特別研究」，「マテリアル科学工学特別演習Ⅰ・Ⅱ」，「英語で実施する演習」（グローバ

ル先端材料特別演習Ⅰ・Ⅱ）を開設する。 

上記のうち，「マテリアル科学工学特別演習Ⅰ・Ⅱ」，「マテリアル科学工学特別研究」

は，マテリアル科学工学プログラムでの必修科目である。 
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「マテリアル科学工学特別演習Ⅰ・Ⅱ」（必修）（各 2 単位） 

研究指導計画に関連する学術論文等の情報を収集し，研究成果と関連付けて内容を

まとめて発表・討論する。 

「マテリアル科学工学特別研究」（必修）（10 単位） 

研究指導計画に従い，研究課題に関連する研究手段の理解と研究・解析手法の修得を

行う。研究課題に関連するデータ収集・整理・解析を行う。また，その成果の発表・討

論を行う。 

 

キ．都市・交通デザイン学プログラム 

本プログラムの教育研究の主要分野は「土木工学」，「都市・交通政策」，「情報・数理

科学」であり，以下のプログラム専門科目を開設し，出口に対応して履修モデルを構築

する。 

都市・交通デザイン学に関する専門性を身に付ける科目として，「各特論」（情報科学

特論，サイバーフィジカルシステム特論，交通プロジェクトマネジメント特論，自然災

害学特論，工学的リスクマネジメント特論，連続体力学特論，鋼構造特論，土質力学特

論，地盤工学特論，耐震工学特論，水工学特論Ⅰ・Ⅱ，コンクリート材料・構造特論，

アセットマネジメント特論，都市・交通計画特論，都市・地域計画特論，土木デザイン

特論Ⅰ・Ⅱ，社会調査デザイン特論，持続可能な社会に資する交通特論，総合交通政策

とまちづくり実践特論，情報センシング特論，時系列解析特論，数値シミュレーション

特論，空間統計特論Ⅰ・Ⅱ，災害情報学特論，都市・建築環境特論Ⅰ・Ⅱ，都市・建築

設備特論Ⅰ・Ⅱ）を開設する。 

実践力・課題解決力を身に付ける科目として，「都市・交通データサイエンス特論演

習」，「数値シミュレーション特論実習」を開設する。 

異分野の研究背景や研究事例を広く理解するための科目として，「異分野研究体験

（都市・交通デザイン学）」を開設する。 

知の生産，価値創造につなげる科目として，「都市・交通デザイン学特別研究」を開

設する。 

上記のうち，「都市・交通デザイン学特別研究」は，都市・交通デザイン学プログラ

ムでの必修科目である。 

「都市・交通デザイン学特別研究」（必修）（10 単位） 

カーボンニュートラルやスマートシティの実現に向けて，様々な分野に関係する地

域社会の具体的課題を抽出し，インフラ構造学，国土・交通計画学，都市・地域コミュ

ニティ学，デザイン・環境学，情報・数理科学，防災・減災学などの立場から課題解決

策を企画立案し，解決に必要な新しい技術・データ分析・企画立案などを研究開発する。 

 

ク．先端クリーンエネルギープログラム 

本プログラムの教育研究の主要分野は「エネルギー科学」，「材料科学」，「核科学」で
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あり，以下のプログラム専門科目を開設し，出口に対応して履修モデルを構築する。 

先端クリーンエネルギーに関する専門性を身に付ける科目として，「各特論」（光化学，

材料プロセス工学特論Ⅰ，放射線・同位体科学特論Ⅰ・Ⅱ，クリーンエネルギープラズ

マ科学特論Ⅰ・Ⅱ，触媒と表面科学特論，構造無機化学Ⅰ・Ⅱ，生物無機化学Ⅰ・Ⅱ，

計算分子科学特論，分光化学Ⅰ・Ⅱ，固体有機化学Ⅰ・Ⅱ，クリーンエネルギー固体材

料科学特論Ⅰ・Ⅱ，クリーンエネルギー電子材料学特論Ⅰ・Ⅱ，クリーンエネルギーナ

ノ材料科学特論Ⅰ・Ⅱ，最先端化学特論Ⅰ・Ⅱ）を開設する。 

実践力・課題解決力を身に付ける科目として，「化学特別実験」，「インターンシップ」

を開設する。 

異分野の研究背景や研究事例を広く理解するための科目として，「異分野研究体験

（先端クリーンエネルギー）」を開設する。 

イノベーション創出につなげる科目として，「クリーンエネルギー演習Ⅰ・Ⅱ」，「ク

リーンエネルギー特別研究」を開設する。 

上記のうち，「クリーンエネルギー演習Ⅰ・Ⅱ」，「クリーンエネルギー特別研究」は，

先端クリーンエネルギープログラムでの必修科目である。 

「クリーンエネルギー演習Ⅰ・Ⅱ」（必修）（各 1 単位） 

自身の研究に関わる学術論文に関し，実験手法やデータの解析，並びにその解釈を把

握することで，当該研究分野の現状と問題点を理解する。研究テーマに関する論文を発

表，ディスカッションを行う。 

「クリーンエネルギー特別研究」（必修）（10 単位） 

クリーンエネルギーに関する研究の実践，指導を行い，即戦力の高度技術者に求めら

れる想像力や課題解決能力等を養う。 

 

（３）理工学研究科のカリキュラム・ポリシー 

  【教育課程編成方針】 

   理工学研究科では，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)に掲げる４つの

能力を修得させるため，体系的な教育課程を編成する。 

 

  【教育課程実施方針】 

   ２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の講義・演習・特別研究に加え，選択科目を各

プログラムで開講し，講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評

価は，各能力における学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価

基準に基づいて行う。 

 

【学修内容，学修方法及び学修成果の評価方法】 

ディプロマ・ポリシーで求められている，「基盤的能力」「専門的学識」「倫理観」「創
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造力」を修得するために，学修内容，学修方法及び学修成果の評価方法を定める。 

基
盤
的
能
力 

【学修内容】 

豊かな学識や俯瞰力を身に付けるために，専門分野以外の学問分野の科目を学

修する。また，国際的な情報の理解と発信の基礎となる英語力を身に付ける。 

【学修方法】 

理工学研究科で開講する，全学共通科目及び研究科共通科目を履修する。 

【学修成果の評価方法】 

各授業において，試験，レポート，発表により評価する。 

専
門
的
学
識 

【学修内容】 

理工学分野における研究能力や専門の職業における実践的能力を身に付ける

ために必要な，専門的学識・能力及び実践的能力を身に付ける。 

【学修方法】 

理工学研究科で開講する，プログラムごとに行われるプログラム専門科目を履

修する。 

【学修成果の評価方法】 

各授業において，試験，レポート，発表により評価する。 

倫
理
観 

【学修内容】 

研究倫理に関する規範意識を身に付けるために，情報セキュリティ及び研究者

倫理に関する知識を身に付ける。 

【学修方法】 

大学院共通科目で開講する「研究倫理」を履修する。 

【学修成果の評価方法】 

大学院共通科目「研究倫理」では，試験やレポート等により成績評価基準に基

づき総合的に評価する 

創
造
力 

【学修内容】 

専門の研究や発表，議論に取り組むことにより，創造力・問題解決力を身に付

ける。 

【学修方法】 

特別研究を学修し，修士論文を執筆することによって行う。 

【学修成果の評価方法】 

最終試験，発表により評価する。 

 

（４）各プログラムのカリキュラム・ポリシー 

理工学研究科のカリキュラム・ポリシーに基づいて，各プログラムの教育課程編成方

針と教育課程実施方針を定める。 
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１）数理情報学プログラム 

【教育課程編成方針】 

数理情報学プログラムでは，修了認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に

掲げる４つの能力を修得するため，体系的な教育課程を編成する。 

  【教育課程実施方針】 

２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の講義・演習・特別研究に加え，選択科目を開

講し，講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評価は，各能力に

おける学習成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価基準に基づい

て行う。 

 

２）物理学・応用物理学プログラム 

【教育課程編成方針】 

物理学・応用物理学プログラムでは，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリシ

ー)に掲げる４つの能力を修得させるため，体系的な教育課程を編成する。 

  【教育課程実施方針】 

２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の講義・演習・特別研究に加え，選択科目を各

プログラムで開講し，講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評

価は，各能力における学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価

基準に基づいて行う。 

 

３）生命・物質化学プログラム 

【教育課程編成方針】 

生命・物質化学プログラムでは，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)に

掲げる４つの能力を修得させるため，体系的な教育課程を編成する。 

  【教育課程実施方針】 

２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の講義・演習・特別研究に加え，選択科目を開

講し，講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評価は，各能力に

おける学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価基準に基づい

て行う。 

 

４）地球生命環境科学プログラム 

【教育課程編成方針】 

地球生命環境科学プログラムでは，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)

に掲げる４つの能力を修得させるため，体系的な教育課程を編成する。 
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  【教育課程実施方針】 

２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の講義・特別研究に加え，選択科目を開講し，

講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により実施する。その成績評価は，各能力

における学修成果の到達目標に対する達成度に基づき客観的に行う。 

 

５）メカトロニクスプログラム 

【教育課程編成方針】 

メカトロニクスプログラムでは，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)に

掲げる４つの能力を修得させるため，体系的な教育課程を編成する。 

  【教育課程実施方針】 

   ２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の講義・演習・特別研究に加え，選択科目を開

講し，講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評価は，各能力に

おける学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価基準に基づい

て行う。 

 

６）マテリアル科学工学プログラム 

【教育課程編成方針】 

マテリアル科学工学プログラムでは，修了認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリ

シー）に掲げる４つの能力を修得するため，体系的な教育課程を編成する。 

  【教育課程実施方針】 

   ２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の演習・特別研究に加え，選択科目を開講し，

講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評価は，各能力における

学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価基準に基づいて行う。 

 

７）都市・交通デザイン学プログラム 

【教育課程編成方針】 

都市・交通デザイン学プログラムでは，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリ

シー)に掲げる４つの能力を修得させるため，体系的な教育課程を編成する。 

  【教育課程実施方針】 

   ２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の講義・演習・特別研究に加え，選択科目を開

講し，講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評価は，各能力に

おける学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価基準に基づい

て行う。 
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８）先端クリーンエネルギープログラム 

【教育課程編成方針】 

先端クリーンエネルギープログラムでは，修了認定・学位授与方針(ディプロマ・ポ

リシー)に掲げる４つの能力を修得させるため，体系的な教育課程を編成する。 

  【教育課程実施方針】 

   ２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育課程を

実施する。授業科目としては，必修科目の講義・演習・特別研究に加え，選択科目を各

プログラムで開講し，講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評

価は，各能力における学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価

基準に基づいて行う。 

 

５．教育方法，履修指導，研究指導の方法及び修了要件 

本学において，学年は，４月１日に始まり，翌年３月 31 日に終わることとし，学年を前

学期と後学期に分けている（２学期制）。さらに，各学期は，前半及び後半に分けることが

できることとしている（４学期制）。４学期制においては，前学期の前半を第１ターム，後

半を第２ターム，後学期の前半を第３ターム，後半を第４タームと称する。 

本学の大学院においては，社会人の履修の便宜と在学生の留学又は長期のインターンシ

ップを考慮し，令和４年度に改組する全ての研究科及び学環は，４学期制をとり，授業科目

は，原則として１つのタームを単位として開講する。 

２年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるような教育を実施する。

授業科目としては，必修科目の講義・演習・特別研究に加え，選択科目を各プログラムで開

講し，講義・演習・実験・実習の様々な方法・形態により行う。その評価は，各能力におけ

る学修成果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価基準に基づいて行う。 

各プログラムにおいて，各科目は以下のように教育を行う。 

 

大学院共通科目：幅広い知識を身に付ける科目（講義形式で行う） 

 

研究科共通科目：理工の枠を超えた自然科学の基盤的知識や技術を身に付ける科目（講

義形式と実習形式で行う） 

 

プログラム専門科目：専門の高度な知識や技術を身に付ける科目（講義形式，演習形式，

実験などの各形式で行う） 

指導教員の研究指導による修士論文研究（演習形式） 

 

 専修免許状を取得する場合は，当該教科に関する講義・演習等を 24 単位修得する必要が

ある。 
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（１）教育の方法と履修指導 

１）大学院共通科目・研究科共通科目の実施体制 

大学院共通科目の実施については，全学組織である教育・学生支援機構の大学院教務専

門会議が主体となってカリキュラム編成を行っている。大学院共通科目の円滑で効果的

な実施に当たって，次のルールを設けている。 

①開講時期 

大学院共通科目は，大学院において普遍的な能力を身に付けるための授業科目であ

ることから，原則として１年次の第１ターム又は第２タームにおいて開講する。 

研究科共通科目は，大学院において自然科学の基盤的知識や技術を身に付けるため

の授業科目であることから，原則として１年次の第１ターム又は第２タームにおいて

開講する。 

②授業方法 

大学院共通科目は，全てのキャンパスの学生及び働きながら学ぶ社会人の履修を考

慮し，原則としてオンデマンド型の遠隔授業として開講する。ただし，教育上必要があ

る場合は，同時配信型の遠隔授業，集中講義型の対面授業等，多様な学生の履修に配慮

した方法で開講することができる。 

研究科共通科目は，原則として対面授業として開講する。ただし，教育上必要がある

場合は，同時配信型の遠隔授業，集中講義型の対面授業等，多様な学生の履修に配慮し

た方法で開講することができる。 

③開講曜日及び時限 

大学院共通科目は，原則としてオンデマンド型の遠隔授業で実施することから，開講

曜日及び時限は特に定めない。ただし，同時配信型の遠隔授業の開講時限については，

多様な学生の履修に配慮することとする。 

研究科共通科目は，原則として対面授業として開講することから，授業時間割に基づ

いて開講曜日及び時限を定める。ただし，多様な学生の履修に配慮して，同時配信型の

遠隔授業，集中講義型の対面授業等の開講時限を定めることができる。 

 

２）複数指導体制 

理工学研究科では入学時に各学生の希望教育研究分野が決まっているため，その教育

研究分野の教員が主指導教員となる。さらに，主指導教員は，融合的で相補的な教育研究

も視野に入れて，１名以上の副指導教員を原則として理工学専攻の教員から選出する。主

指導教員は配属された学生と面談を行い，年度を通しての授業履修計画について助言を

行い，さらに 2 年間の研究計画について詳細に打合せ，研究指導計画書として研究科に

提出する。 

学生は，1 年次を中心に大学院共通科目，研究科共通科目，およびプログラム専門科目

を履修する。特別研究は 1 年次から 2 年次にかけて行い，２年次の最終タームには修士
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論文を作成し提出する。さらに提出された論文内容に基づき公の場で口頭発表を行う。修

士論文および口頭発表の審査は，研究科で選出した主査 1 名および副査 2 名が行う。但

し，主指導教員は原則当該学生の主査にはなれないものとする。副査は当該プログラムの

専任教員でなくても良い。 

 

３）学位プログラムの決定に関する指導 

希望する学位プログラムを指定し，入学試験を受験するため，入学時に学位プログラム

が決定する。なお，入学前の学位プログラムの選択に当たっては，説明会により，学生に

対し十分な情報を提供し，必要に応じて個別の相談を受け付ける。 

 

（２）研究指導科目「特別研究」の単位の考え方 

学位論文の作成に関連する研究指導科目「特別研究」は，十分な研究指導時間の確保と

基盤的又は専門的知識の修得の両方の観点から，２年間で 10 単位としている。この単位

数は，2 年間の学位論文研究の従事時間に照らして妥当な単位数である。 

 

（３）修了要件及び履修方法 

理工学研究科の修了要件は，2 年以上在学し，所定の授業科目についてそれぞれ以下の

単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，論文の審査及び最終試験に合格するこ

ととする。なお，優れた研究業績を上げた者については，研究科等の定めるところにより，

在学すべき期間を短縮することができる。 

 

各プログラムにおける履修方法及び修了要件は次のとおりである。 

 

１）数理情報学プログラム 

科目 単位数 

大学院共通科目 必修：「研究倫理」１単位 

「科学技術と持続可能社会」１単位 

選択：２単位以上 

４以上 

研究科共通科目 必修：「実験安全特論Ⅰ」１単位 

選択：３単位以上（「自然科学社会実装概論」２単位の選択

必修を含む。） 

４以上 

プログラム専門

科目 

必修：「数理情報学演習」３単位，「数理情報学特別研究」

１０単位 

選択：９単位以上（ただし，いずれか１つの科目群の中か

ら５単位以上選択。なお，４単位までは他プログラ

ムの専門科目を含めることができる。） 

２２以上 

合計 ３０以上 
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２）物理学・応用物理学プログラム 

科目 単位数 

大学院共通科目 必修：「研究倫理」１単位 

「科学技術と持続可能社会」１単位 

選択：２単位以上 

４以上 

研究科共通科目 必修：「実験安全特論Ⅰ」１単位 

選択：３単位以上（「自然科学社会実装概論」２単位の選択

必修を含む。） 

４以上 

プログラム専門

科目 

必修：「物理学・応用物理学特別研究」１０単位 

選択：１２単位以上（ただし，プログラム共通科目及びい

ずれか１つの科目群の中から６単位以上選択。な

お，４単位までは他プログラムの専門科目を含める

ことができる。） 

２２以上 

合計 ３０以上 

 

３）生命・物質化学プログラム 

科目 単位数 

大学院共通科目 必修：「研究倫理」１単位 

「科学技術と持続可能社会」１単位 

選択：２単位以上 

４以上 

研究科共通科目 必修：「実験安全特論Ⅰ」１単位 

選択：３単位以上（「自然科学社会実装概論」２単位の選択

必修を含む。） 

４以上 

プログラム専門

科目 

必修：「生命・物質化学特別研究」１０単位 

選択：１２単位以上（ただし，いずれか１つの科目群の中

から６単位以上選択。なお，４単位までは他プログ

ラムの専門科目を含めることができる。） 

２２以上 

合計 ３０以上 

 

４）地球生命環境科学プログラム 

科目 単位数 

大学院共通科目 必修：「研究倫理」１単位 

「科学技術と持続可能社会」１単位 

選択：２単位以上 

４以上 

研究科共通科目 必修：「実験安全特論Ⅰ」１単位 

選択：３単位以上（「自然科学社会実装概論」２単位の選択

必修を含む。） 

４以上 
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プログラム専門

科目 

必修：「地球生命環境科学特別研究」１０単位 

選択：１２単位以上（ただし，科目群から６単位以上選択。

なお，４単位までは他プログラムの専門科目を含め

ることができる。） 

２２以上 

合計 ３０以上 

 

５）メカトロニクスプログラム 

科目 単位数 

大学院共通科目 必修：「研究倫理」１単位 

「科学技術と持続可能社会」１単位 

選択：２単位以上 

４以上 

研究科共通科目 必修：「実験安全特論Ⅰ」１単位 

選択：３単位以上（「自然科学社会実装概論」２単位の選択

必修を含む。） 

４以上 

プログラム専門

科目 

必修：「メカトロニクス特別演習Ⅰ」２単位，「メカトロニ

クス特別演習Ⅱ」２単位，「メカトロニクス特別研

究」１０単位 

選択：８単位以上（４単位までは他プログラムの専門科目

を含めることができる。） 

２２以上 

合計 ３０以上 

 

６）マテリアル科学工学プログラム 

科目 単位数 

大学院共通科目 必修：「研究倫理」１単位 

「科学技術と持続可能社会」１単位 

選択：２単位以上 

４以上 

研究科共通科目 必修：「実験安全特論Ⅰ」１単位 

選択：３単位以上（「自然科学社会実装概論」２単位の選択

必修を含む。） 

４以上 

プログラム専門

科目 

必修：「マテリアル科学工学特別演習Ⅰ」２単位，「マテリ

アル科学工学特別演習Ⅱ」２単位，「マテリアル科学

工学特別研究」１０単位 

選択：８単位以上（４単位までは他プログラムの専門科目

を含めることができる。） 

２２以上 

合計 ３０以上 
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７）都市・交通デザイン学プログラム 

科目 単位数 

大学院共通科目 必修：「研究倫理」１単位 

「科学技術と持続可能社会」１単位 

選択：２単位以上 

４以上 

研究科共通科目 必修：「実験安全特論Ⅰ」１単位 

選択：３単位以上（「自然科学社会実装概論」２単位の選択

必修を含む。） 

４以上 

プログラム専門

科目 

必修：「都市・交通デザイン学特別研究」１０単位 

選択：１２単位以上（４単位までは他プログラムの専門科

目を含めることができる。） 

２２以上 

合計 ３０以上 

 

８）先端クリーンエネルギー学プログラム 

科目 単位数 

大学院共通科目 必修：「研究倫理」１単位 

「科学技術と持続可能社会」１単位 

選択：２単位以上 

４以上 

研究科共通科目 必修：「実験安全特論Ⅰ」１単位 

選択：３単位以上（「自然科学社会実装概論」２単位の選択

必修を含む。） 

４以上 

プログラム専門

科目 

必修：「クリーンエネルギー演習Ⅰ」１単位，「クリーンエ

ネルギー演習Ⅱ」１単位，「クリーンエネルギー特別

研究」１０単位 

選択：１０単位以上（４単位までは他プログラムの専門科

目を含めることができる。） 

２２以上 

合計 ３０以上 

 

（４）早期修了 

本学大学院は，「優れた研究業績を上げた者については，研究科等の定めるところにより，

在学すべき期間を短縮することができる。」としており，本研究科では，優れた業績を上げ

たものについては，当該課程に 1 年以上在学すれば足りるものとする。 

 

（５）修了までのスケジュール及び履修モデル 

 すべてのプログラムに共通して，1)自然科学を通して地域・国際社会に貢献するために備

えるべきスキル・リテラシーを身に付ける科目，2)専門性を身に付ける科目，3)実践力・課

題解決力を身に付けイノベーション創出につなげる科目に大別できる。 
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1)は大学院共通科目（1 年次 第１，2 ターム）と研究科共通科目（1 年次 主に第１，2 ター

ム，一部第 3 ターム）があり，2)は各プログラム専門科目（主に 1 年次）である。3)は特別

研究が該当し，１，2 年次を通して主に研究を実施，指導する。２年次第 4 タームでは特別

研究として，学位論文の作成指導が行われ，論文審査及び口頭発表試験を行い，合否を決定

する。履修モデルについては，プログラム専門科目の履修授業は異なるが，それ以外は各プ

ログラムで同様である。（資料１） 

 

（６）学位論文の審査体制及び公表方法 

学位論文の審査に当たっては，主指導教員が主査を務め，その他の教員（他プログラム教

員あるいは他大学教員も含む）からなる副査（2 名以上）が，修士論文を審査し，学位論文

公聴会，主査，副査及びその他のプログラム教員による学位審査を経て，修士の学位授与を

判定する。学位論文及び学位論文に係る評価の基準を策定し，学生に対して明示する。 

 

（７）学位論文に係る審査基準 

 学位論文審査基準は主査及び副査 2 名以上が，作成した論文及び口頭発表に対して，評

価項目，評価基準に基づいて審査を行い，合否を決定する。審査委員全員が合格とした場合

に修士論文合格とする。 

（評価項目） 

１．論文のテーマ・内容に学術的あるいは社会的な貢献があること。 

２．研究が妥当な方法によって行われていること。 

３．論文の内容が信頼性・論理性を持つこと。 

４．研究結果に対する考察が適切に行われていること。 

５．学位論文の構成・体系が適切に設定されていること。 

６．先行研究の調査・引用等が適切になされていること。 

（評価基準） 

上記の評価項目のすべてを満たすことをもって修士の学位論文として合格とする。 

 

（８）研究の倫理審査体制 

１）研究者倫理・行動規範 

本学の研究者の倫理については，学術研究の健全な環境の確保と信頼性・公正性の向上を

目的として，「富山大学研究者倫理・行動規範」（平成 18 年 9 月 21 日）を策定している。 

本学の研究者による研究活動における不正行為の防止及び不正行為の問題が発生した場

合の迅速かつ適正な解決を図るため，「富山大学の研究活動における不正防止に関する規則」

（平成 18 年 12 月 26 日制定）に基づき，研究業務を担当する理事を責任者として，本学で

研究に携わる者の，公正な研究活動を推進している。 

また，「富山大学研究不正防止対応計画書」を策定し，研究費等の不正使用防止に向けた

取組を実施している。 
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これらの研究活動上の研究者倫理の向上及び研究費等の不正使用の防止等に関する取組

の相互連携を図るために研究不正防止対策推進室を設置し，本学における取組を統括して

いる。 

 

２）コンプライアンス教育及び研究倫理教育 

研究活動における不正行為及び研究費の不正使用を事前に防止する取組みとして，研究

機関においてコンプライアンス・研究倫理教育を実施することにより，研究者の倫理感を醸

成することが重要とされており，本学では，全ての研究者を対象に APRIN ｅラーニング 

プログラムを実施している。また，全学生に研究倫理教育の一環として研究倫理教育に関

するパンフレットを配布し，教材として活用している。 

 

３）研究の倫理審査体制 

 本学には，人間を直接対象とした医学の研究及び医療行為のための「富山大学医の

倫理に関する規則」（資料２）がある。また，人間を対象とする研究（医療を目的とし

た研究を除く。）のための「富山大学人間を対象とし医療を目的としない研究の倫理に

関する規則」（資料３）の 2 つの規則を定め，研究者は研究内容に応じ倫理審査を受審

している。さらに，動物実験に関しては「国立大学法人富山大学動物実験取扱規則」

（資料４）がある。動物実験のうち遺伝子改変を伴うものに関しては「国立大学法人富

山大学遺伝子組換え生物等使用実験安全管理規則」（資料５）がある。 

本研究科では，学生が人間もしくは動物を被験者・被検体として実験を行う可能性が

ある場合，実験を開始する前に指導教員が当該学生に上記規則のうち該当するものに関

する講習会及び e-ラーニングを必ず受講させる。またそれぞれの規則によって規制され

ている実験を開始する前に，それぞれの規則が定める所定の手続き方法によって実験計

画書を各規則の管理委員会に提出し，承認を得てから当該実験に着手するようにする。 

 

６．基礎となる学部との関係 

 理工学研究科の基礎となる学部は，理学部（数学科，物理学科，化学科，生物学科，生物

圏環境科学科），工学部工学科（電気電子工学コース，知能情報工学コース，機械工学コー

ス，生命工学コース，応用化学コース），都市デザイン学部（地球システム科学科，都市・

交通デザイン学科，材料デザイン工学科）である。 
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７．多様なメディアを高度に利用して，授業を教室以外の場所で履修させる場合 

（１）実施場所及び実施方法 

本学では，多様なメディアを高度に利用して，授業を教室以外の場所で履修させる方法と

して，ビデオ会議システムを利用した同時双方向型の授業と学習管理システム（LMS）の

Moodleを利用したオンデマンド型の授業を行っている。 

 

（２）学則等における規定 

国立大学法人富山大学大学院学則において以下のとおり規定している。 

 

国立大学法人富山大学大学院学則（平成 17 年 10 月１日制定） 

（授業の方法) 

第 23 条の２ 授業の方法については，本学学則第 61 条第１項から第３項までの規定を

準用する。 

 

国立大学法人富山大学学則（平成 17 年 10 月１日制定） 

（授業の方法等） 

第 61 条 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの

併用により行うものとする。 

２ 学部等及び教養教育院において，教育上有益と認めるときは，文部科学大臣が別に定

めるところにより，前項の授業を，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教

室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 学部等及び教養教育院は，第１項の授業を，外国において履修させることができる。

学士課程から修士課程への主な接続先

数学科

物理学科

化学科

生物学科

生物圏環境科学科

工学科電気電子工学コース

工学科知能情報工学コース

工学科機械工学コース

工学科生命工学コース

工学科応用化学コース

地球システム科学科

都市・交通デザイン学科

材料デザイン工学科

先端クリーンエネルギープログラム

理

工

学

研

究

科

理

工

学

専

攻

修士課程

理学部

工学部

都市デザイン学部

学士課程

数理情報学プログラム

物理学・応用物理学プログラム

生命・物質化学プログラム

地球生命環境科学プログラム

メカトロニクスプログラム

マテリアル科学工学プログラム

都市・交通デザイン学プログラム
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前項の規定により，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所

で履修させる場合についても，同様とする。 

 

授業を教室以外の場所で履修させる場合には，遠隔授業システムを利用した大学から

の資料や映像の配信など多様なメディアを活用して行い，企業の会議室等の職場又は住

居に近い場所を含む教室以外の場所で受講できるものとする。本講義形態においては，同

時かつ双方向に行われるか，そうでない場合は，当該授業の終了後すみやかに十分な指導

を併せ行うとともに，当該授業に関する学生等の意見の交換の機会が確保されているも

のとし，平成 13 年文部科学省告示第 51 号：大学設置基準第 25 条第 2 項（大学院設置基

準第 15 条）の規定の要件を満たすものとする。 

 

８．「大学院設置基準」第 2 条の 2 又は第 14 条による教育方法の実施 

本学では，社会人の受入に対応するため，教育方法の特例として大学院設置基準第 14 条

に基づき，国立大学法人富山大学大学院学則（平成 17 年 10 月１日制定）第 23 条におい

て，「教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期にお

いて研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。」と規定している。ま

た，社会人学生の負担等に配慮し，同学則第 25 条において，「学生が職業を有している等の

事情により，第 13 条に規定する標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に課程を

履修し，修了することを申し出たときは，研究科等の定めるところにより，その計画的な履

修を認めることができる。」と規定している。 

 

（１）修業年限 

修士課程は 2 年とする。申し出があった場合，事前に履修計画を確認し，個別審査を行っ

た上，修士課程は 3〜4 年間の長期履修を認めることとする。 

 

（２）履修指導及び研究指導の方法 

社会人学生への履修指導及び研究指導については，研究指導教員が社会人学生と研究計

画の打合せを行い，計画的に履修及び研究ができるよう指導する。 

また，社会人学生に配慮し，時間外等の学修ができるように履修方法を工夫する。社会人

学生の研究指導については，土日等の研究指導の実施も可能とする。 

 

（３）授業の実施方法 

社会人学生に対して，通常開講時期に履修できない場合，一部の講義科目において多様な

メディアを高度に利用することで，通常開講以外の時間などで履修しやすい環境を整える。 

 

（４）教員の負担の程度 

本学の大学院においては，クオーター制（４学期制）で授業を実施する。従来のセメスタ
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ー制と比較して短い学期ごとの時間割設定が可能になるため，学生の履修進度と教員の教

育業務に係る負担の両方を考慮した柔軟なカリキュラムを編成することができる。また，各

教員のエフォートを各教員が所属する教員組織である学系ごとの学術研究部で管理し，教

育業務に係る負担が一部の教員に集中しないように調整する。 

 

（５）図書館・情報処理施設等の利用方法 

本研究科の所在する五福キャンパスの中央図書館では，授業期間中は平日 8 時 45 分から

22 時 00 分まで，土・日曜は 10 時 00 分から 17 時 00 分まで開館しており，社会人学生も

十分利用可能な体制を整備している。 

 

（６）社会人特別選抜の実施 

面接及び出願書類により，大学学部卒業レベルの基礎学力及び志望動機・学修意欲を評価す

る。 

 

９．取得可能な資格 

 理工学研究科では，修了の認定を受ける学生が，教育職員免許法及び同法施行規則に定め

る所定の科目の単位を修得し，所要資格を満たした場合は，次の教育職員の専修免許状を取

得することができる（ただし，対応する学校種・教科の一種免許状を有している必要があ

る。）。 

 

（１）取得できる資格 

   １）数理情報学プログラム       ：中学校教諭専修免許状（数学） 

高等学校教諭専修免許状（数学） 

   ２）物理学・応用物理学プログラム   ：中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

   ３）生命・物質化学プログラム     ：中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

   ４）地球生命環境科学プログラム    ：中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

   ５）先端クリーンエネルギープログラム ：中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

 

10．入学者選抜の概要 

（１）理工学研究科のアドミッション・ポリシー 

 【入学者受入れの方針】 

   理工学研究科は，理工学分野に強い関心と基礎的能力を有し，将来，専門知識と技術

を活かして，技術革新を牽引し，文化の進展に寄与することにより，人類の福祉に貢献
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できる技術者・研究者となる意欲のある学生を求める。 

 

 【入学者選抜の基本方針（入試種別とその評価方法）】 

   複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるようにするため，以下

の各種の入試を提供する。 

  一般入試 

   面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類を総合して評価する。 

推薦入試 

   面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類を総合して評価する。 

社会人特別入試 

   面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類を総合して評価する。 

外国人留学生特別入試 

   面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類を総合して評価する。 

【求める資質・能力】 

「基盤的能力」 

   大学卒業相当の基礎学力を持ち，理工学のみならず他の関連学問分野に関する広い

知識を修得しようとする意欲がある。 

「専門的学識」 

   専門に学ぶ学問分野について，基礎学力を有し，豊かな専門的学識や高度な研究能力

を身に付けることで，高度専門職業人として貢献する意欲がある。 

「倫理観」 

社会の一員としての責任感や倫理観を持って主体的に研究し，科学技術の健全な発

展に貢献しようという意識を持っている。 

「創造力」 

   理工学分野の課題を解決するために，未知の問題や最先端の問題に挑戦しようとい

う旺盛な研究意欲や，広い視野，柔軟な思考力を有する。 

 

（２）入学者選抜の選抜方法 

 多様な学生を評価できるようにするため複数の受験機会を提供する。 

なお，入学者選抜はプログラムごとに行う。各プログラムのアドミッション・ポリシー(入

学者受入れの方針)，入学者選抜の基本方針（入試種別とその評価方法）)は次のとおりであ

る。 
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(理工学研究科の入学者選抜の概要) 

■修士課程 

数理情報学プログラム (М) 

入学者受入れ

の方針 

数理情報学プログラムは，数学及び情報学の面から技術イノベーショ

ンを牽引し，地域の人々の幸福度の向上に貢献できる数理情報学高度専

門職業人及び研究者となる資質を有する者を求める。 

入学者選抜の

基本方針（入

試種別とその

評価方法） 

複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるように

するため，以下の各種の入試を提供する。 

一般入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績，外部英語

試験等)を総合して評価する。 

推薦入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（推薦書，学業成績，

外部英語試験等）を総合して評価する。 

社会人特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

外国人留学生特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

 

物理学・応用物理学プログラム (М) 

入学者受入れ

の方針 

物理学・応用物理学プログラムは，理工学分野に強い関心と基礎的能

力を有し，将来，専門知識と技術を活かして，技術革新を牽引し，文化

の進展に寄与することにより，人類の福祉に貢献できる技術者・研究者

となる意欲のある学生を求める。 

入学者選抜の

基本方針（入

試種別とその

評価方法） 

 複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるように

するため，以下の各種の入試を提供する。 

一般入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績，外部英語

試験等）を総合して評価する。 

推薦入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（推薦書，学業成績，

外部英語試験等）を総合して評価する。 
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社会人特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

外国人留学生特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

 

 生命・物質化学プログラム (М) 

入学者受入れ

の方針 

生命・物質化学プログラムは，生命工学，化学，応用化学などの学問

領域で学ぶ専門分野について，基礎学力を有し，豊かな専門的学識や高

度な研究能力を身に付けることで，充実した力量を有する高度専門職業

人として貢献する意欲がある学生を求める。 

入学者選抜の

基本方針（入

試種別とその

評価方法） 

 複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるように

するため，以下の各種の入試を提供する。 

一般入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績，外部英語

試験等）を総合して評価する。 

推薦入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（推薦書，学業成績，

外部英語試験等）を総合して評価する。 

社会人特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

外国人留学生特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

 

 地球生命環境科学プログラム (М) 

入学者受入れ

の方針 

地球生命環境科学プログラムは，地球生命環境科学に強い関心と基礎

的能力を有し，将来，専門知識と技術を活かして，技術革新を牽引し，

文化の進展に寄与することにより，人類の福祉に貢献できる技術者・研

究者となる意欲のある学生を求める。 
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入学者選抜の

基本方針（入

試種別とその

評価方法） 

 複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるように

するため，以下の各種の入試を提供する。 

一般入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績，外部英語

試験等）を総合して評価する。 

推薦入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（推薦書，学業成績，

外部英語試験等）を総合して評価する。 

社会人特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

外国人留学生特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

 

 メカトロニクスプログラム (М) 

入学者受入れ

の方針 

メカトロニクスプログラムは，電気電子工学及び機械工学分野に強い

関心と基礎的能力を有し，将来，専門知識と技術を活かして，技術革新

を牽引し，文化の進展に寄与することにより，人類の福祉に貢献できる

技術者・研究者となる意欲のある学生を求める。 

入学者選抜の

基本方針（入

試種別とその

評価方法） 

 複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるように

するため，以下の各種の入試を提供する。 

一般入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績，外部英語

試験等）を総合して評価する。 

推薦入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（推薦書，学業成績，

外部英語試験等）を総合して評価する。 

社会人特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

外国人留学生特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 
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 マテリアル科学工学プログラム (М) 

入学者受入れ

の方針 

マテリアル科学工学プログラムは，マテリアル科学工学分野に強い関

心と基礎的能力を有し，将来，専門知識と技術を活かして，技術革新を

牽引し，文化の進展に寄与することにより，人類の福祉に貢献できる技

術者・研究者となる意欲のある学生を求める。 

入学者選抜の

基本方針（入

試種別とその

評価方法） 

複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるようにす

るため，以下の各種の入試を提供する。 

一般入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績，外部英語

試験等）を総合して評価する。 

推薦入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（推薦書，学業成績，

外部英語試験等）を総合して評価する。 

社会人特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

外国人留学生特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

 

 都市・交通デザイン学プログラム (М) 

入学者受入れ

の方針 

 

都市・交通デザイン学プログラムは，都市・交通分野に強い関心と基

礎的能力を有し，将来，専門知識と技術を活かして，技術革新を牽引し，

文化の進展に寄与することにより，人類の福祉に貢献できる技術者・研

究者となる意欲のある学生を求める。 

入学者選抜の

基本方針（入

試種別とその

評価方法） 

 複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるように

するため，以下の各種の入試を提供する。 

一般入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績，外部英語

試験等）を総合して評価する。 

推薦入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（推薦書，学業成績，

外部英語試験等）を総合して評価する。 

社会人特別入試 
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 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

外国人留学生特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

 

 先端クリーンエネルギープログラム (М) 

入学者受入れ

の方針 

 先端クリーンエネルギープログラムは，クリーンエネルギー分野に強

い関心と基礎的能力を有し，将来，専門知識と技術を活かして，技術革

新を牽引し，文化の進展に寄与することにより，人類の福祉に貢献でき

る技術者・研究者となる意欲のある学生を求める。 

入学者選抜の

基本方針（入

試種別とその

評価方法） 

 複数の受験機会を提供するとともに多様な学生を評価できるように

するため，以下の各種の入試を提供する。 

一般入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績，外部英語

試験等）を総合して評価する。 

推薦入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（推薦書，学業成績，

外部英語試験等）を総合して評価する。 

社会人特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

外国人留学生特別入試 

 面接（学力試験（口述）含む。）及び出願書類（学業成績等）を総合

して評価する。 

 

11．教員組織の編成の考え方及び特色 

理学・工学の学問領域の相補的・相乗的な連携を強化するとともに，学問領域の枠を超

えた，新しい学問領域に対応することを目指して，教員組織の編成を行っている。 

このような教員編成により，以下のようなことが可能となる。 

・ 異分野の教員がプログラムを構成することによって，異分野間の連携や融合を促進す

ることができる。 

・ 新しい学問領域に対応したプログラムでは，より地域のイノベーションに寄与する研

究・教育が可能となる。 

・ 理学・工学の枠を超えたプログラム編成を行っているところでは，自然科学分野の成
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果から社会実装に向けた流れを教育することにより，より実践的な能力を備えた専門

職業人の要請に貢献できる。 

 

（１）教員組織編成の考え方 

本学では令和元年度から全学的に教育研究組織と教員組織の分離を行い，教員組織とし

て学術研究部を創設し，教員は従来の学部・研究部・センター等に所属するのではなく，各

専門領域の研究者から構成される学系に所属することとなった。 

この学系は「人文科学」，「教育学」，「社会科学」，「理学」，「都市デザイン学」，「工学」，

「医学」，「薬学・和漢」，「芸術文化学」，「教養教育学」，「教育研究推進」の 11 分野から構

成され，各分野に所属する研究者の専門性を横串で括ることにより，教育組織横断型の教育

研究活動が可能となる。 

学系のうち，理工学研究科の分野と関連の深い学系は「理学」，「都市デザイン学」，「工学」

である。これらの学系に所属する教員が一研究科に集約し，分野の垣根を取り払った教育研

究組織によるプログラムを提供することで，既存の学問分野に加えて，専門分野以外への関

心を深め，他分野の専門家と価値を共有しつつ，協力してその実現に取り組むことのできる

人材の育成を目指した教育研究を行う。 

本研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研究し，その深奥を

究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識，卓越した能力，及び倫理観を

培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与することを目的としており，主に先述した３学系

の教授 91 名，准教授 63 名，講師 17 名，助教 29 名の計 200（令和 6 年３月 31 日時点）名

で構成される。 

 

（２）教育上主要と認める授業科目の教員配置状況 

理工学研究科の専任教員は高度の専門性を有する教員（教授 91 名，准教授 63 名，講師

17 名，助教 29 名の計 200 名）（令和 6 年３月 31 日時点）から構成される。各プログラム

においてコアとなる講義科目や研究に関わる特別研究科目については，各プログラムの専

任の教授又は准教授を配置している。各プログラムの専任教員数は以下の通り，複数のプロ

グラムに属する教員もいる。 

プログラム名 教授 准教授 講師 助教 

数理情報学プログラム 14 名 8 名 ― ― 

物理学・応用物理学プログラム 13 名 11 名 ２名 ２名 

生命・物質化学プログラム 17 名 15 名 ５名 ７名 

地球生命環境科学プログラム 22 名 12 名 ４名 ７名 

メカトロニクスプログラム 16 名 11 名 ７名 ８名 

マテリアル科学工学プログラム 11 名 5 名 ― ３名 

都市・交通デザイン学プログラム ９名 ９名 ― ２名 

先端クリーンエネルギープログラム ８名 7 名 ４名 ２名 
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（３）教員の負担 

本学の大学院においてはクオーター制（1 カ年当たり 4 期）で授業を実施する。従来のセ

メスター制と比較して短い学期ごとの時間割設定が可能になるため，学生の履修進度と教

員の教育業務に係る負担の両方を考慮した柔軟なカリキュラムを編成することができる。

また，各教員のエフォートを所属する教員組織である学術研究部の各学系で管理し，教育業

務に係る負担が一部の教員に集中しないように調整する。 

 

（４）教員組織の研究分野 

数理情報学プログラムは，数学，知能情報工学を主たる学問分野としていることから，現

行の大学院理工学教育部の数学専攻と知能情報工学専攻の教員から再編される。 

 

物理学・応用物理学プログラムは，物理学，電気電子工学，材料工学を主たる学問分野と

していることから，現行の大学院理工学教育部の物理学専攻，材料機能工学専攻及び電気電

子システム工学専攻，本学の人間発達科学研究科，教養教育院，国際機構の教員から再編さ

れる。 

 

生命・物質化学プログラムは，化学，応用化学，生命工学を主たる学問分野としているこ

とから，現行の大学院理工学教育部の化学専攻，環境応用化学専攻及び生命工学専攻の教員

から再編される。 

 

地球生命環境科学プログラムは，地球科学，生物学，環境科学を主たる学問分野としてい

ることから，現行の大学院理工学教育部の地球科学専攻，生物学専攻及び生物圏環境科学専

攻の教員から再編される。 

 

メカトロニクスプログラムは，電気電子工学，機械工学を主たる学問分野としていること

から，現行の大学院理工学教育部の電気電子システム工学専攻及び機械知能システム工学

専攻の教員から再編される。 

 

マテリアル科学工学プログラムは，物質科学，材料工学を主たる学問分野としていること

から，現行の大学院理工学教育部の材料機能工学専攻の教員から再編される。 

 

都市・交通デザイン学プログラムは，土木工学，都市・交通政策，情報・数理科学を主た

る学問分野としていることから，現行の都市デザイン学部の都市・交通デザイン学科の教員

を中心として編成される。 

 

先端クリーンエネルギープログラムは，エネルギー科学，材料科学，核科学を主たる学問

分野としていることから，現行の大学院理工学教育部の化学専攻，環境応用化学専攻及び材
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料機能工学専攻の教員から再編される。 

 

（５）教員の年齢構成 

 本研究科は，専任教員 200 名のうち，教授 91 名，准教授 63 名，講師 17 名，助教 29 名

である。この年齢構成は，完成年度（令和 6 年３月 31 日）時点で，30〜39 歳が 20 名，40

〜49 歳が 51 名，50〜59 歳が 78 名，60〜65 歳が 51 名となっている。この年齢構成は，本

研究科における教育研究水準の維持向上のうえで問題はない。 

なお，本学の教育職員の定年年齢は「国立大学法人富山大学職員就業規則」（資料６）の

第 17 条第 2 項において，65 歳と定めている。 

理工学研究科完成年度（令和６年３月 31 日）における専任教員の年齢構成 

年齢 教授 准教授 講師 助教 計 

60 代 43 人 5 人 2 人 1 人 51 人 

50 代 44 人 24 人 7 人 3 人 78 人 

40 代 4 人 32 人 6 人 9 人 51 人 

30 代 0 人 2 人 2 人 16 人 20 人 

 

12．施設，設備等の整備計画 

（１）校地，校舎及び研究室・講義室等 

理工学研究科は，本学五福キャンパスに置き，教育研究を行う。五福キャンパスには理学

部，工学部及び都市デザイン学部が設置されており，当該校舎を利用する。既存の大学院組

織（理工学教育部）においても当該校舎において教育研究を行っており，十分な環境を備え

ている。 

本学五福キャンパスには，運動場 46,767 ㎡，体育館（第１〜第３）5,204 ㎡を有し，学生

が休息するスペース（食堂，売店，学生会館）等が備えられており，これらの施設を有効活

用していく。 

 

（２）図書 

附属図書館は，中央図書館，医薬学図書館，芸術文化図書館からなり，本研究科が設置さ

れる五福キャンパスにある中央図書館には，人文・社会・自然科学系統の幅広い図書・資料

を収集している。中央図書館の蔵書は約 106 万冊，学術雑誌は約１万９千冊，視聴覚資料

は約１万１千点を所蔵している。電子ジャーナルは，Nature を始めとして，生命科学，材

料科学，情報科学及びナノテク分野を中心に購入しており，約 8,500 タイトルを利用するこ

とができる。また，工学部校舎内に工学専門図書室を整備しており，工学分野全般にわたる

専門図書を利用することができる。 

中央図書館の閲覧スペースは，9,472 ㎡，座席数は 891 席，全館で無線 LAN が利用可能

である。平日は 8：45〜22：00，土日は 10：00〜17：00（試験期間は 20：00）に開館し，

学生の図書閲覧・貸出への便宜を図っている。また，リフレッシュ・コミュニケーションゾ
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ーン，アクティブラーニングゾーン，プレゼンテーションゾーン室などの様々な学修形態に

応じた環境を整備しており，学生の自主的・能動的学修を支援している。 

 

13．管理運営 

（１）学長による研究科長指名 

本学では，「大学のガバナンス改革の推進について（審議まとめ）」（平成 26 年２月 12 日 

中央教育審議会大学分科会）や学校教育法の一部改正等を踏まえ，学長のリーダーシップが

発揮できるガバナンス体制の構築の一環として，学部長や研究科長等の部局長の選考方法

について見直しを行った。具体的には，学長は，部局から２人又は３人の部局長候補者の推

薦を受け，所信や面接により部局長を決定し任命することとした。 

 

（２）研究科委員会等の研究科管理運営組織 

学校教育法に基づき，本研究科の教授により構成する理工学研究科委員会を置く。 

理工学研究科委員会は，①入学，課程の修了その他学生の身分，②学位の授与，③教育課

程の編成，④大学院担当教員，⑤その他，学長及び研究科長がつかさどる教育研究に関する

事項について審議する。 

なお，研究科長，副研究科長，プログラムから選出された教授等を構成員とした代議員会

に研究科委員会の審議を付託し，柔軟な運営を行う。 

また，履修方法，学生募集，ＦＤ等に関する事項を検討する委員会を置く。 

上記の研究科委員会や代議員会は，理学系教員と工学系教員が混在するため，問題意識や

課題が共有され，一体的な意識のつながりが形成される。 

 

（３）教員の教育負担に対する配慮とエフォート管理 

富山大学では，教育研究組織と教員組織を分離し，教員が一元的に所属する組織として

「学術研究部」を設け，戦略的な人事計画の立案・実施と高度で特色ある分野横断的な教育

研究を推進している。 

学術研究部には，分野ごとに 11 の学系を設け，本学の教員はいずれかの学系に所属し，

その専門性に応じて学部，研究科等の教育研究組織に配置され，教育・研究等の業務に従事

している。 

前述の学系には，学系長を置き，学系に所属する教員の管理を行ってきたが，今回の全学

的改組と研究科等連係課程実施基本組織（学環）の新設を機に，令和４年度から教員の教育

負担に関する調整を，データに基づく調整とする方向で検討を進めている。 

その具体的構想として，全教員に対し授業の担当状況や研究指導の状況など，教育面での

負担の状況を，原則として年１回データ収集する。そのデータに基づき，学系長が学系ごと

に定める基準で過重負担となっていないかをチェックし，過重負担が認められる場合は，学

系長が教員と面談し，負担の調整を図る。その際，複数の組織にまたがる調整が必要な場合

は，学系長が学部長，研究科長，学環長などと調整を図る。このような方法で，研究科等連
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係課程実施基本組織（学環）の新設による，教員への過重負担を防ぐことができる。 

なお，教員のエフォート管理については，適正な労働時間数を基準に行うことが前提であ

り，長時間労働が常態化した状態では，業務負担の軽減という目的を達することはできない。

前述の教員の教育負担については，年間所定労働時間数のうち，２〜３割程度を目安に学系

長が調整することで，過重労働を防止することが可能である。一方，研究活動が長時間にお

よぶ場合や時間外の管理運営業務により過重労働となることを防止するための方策も必要

となる。そのため，本学では，毎月，全教員に対し，日々の労働時間数を記載した健康管理

時間申告書の提出を義務付けている。これにより研究活動や管理運営業務に伴う長時間労

働を未然に把握し，必要に応じ医師の面談を行うことで過重労働とならないように努めて

いる。なお，健康管理時間申告書は，現在，システムによる把握に向けた準備を進めている。 

また，各会議への参加など管理運営に関する業務についても，教員にとって無視できない

程度の負担となっているが，この会議の一部をオンライン化することにより，建物間又はキ

ャンパス間を移動する教員の負担を減らすことができる。 

 

14．自己点検・評価 

（１）実施体制及び実施方法 

本学では，国立大学法人富山大学大学評価規則第４条第３項の規定に基づき，国立大学法

人富山大学計画・評価委員会を設置し，自己点検・評価を実施している。同委員会は，評価

担当理事を委員長とし，各学部，教養教育院，生命融合科学教育部，教職実践開発研究科，

附置研究所及び附属病院から選出された教授で構成されている。また，同委員会では主に，

学校教育法第 109 条第１項に基づく組織及び運営等に係る自己点検・評価，国立大学法人

評価委員会が行う中期計画・年度計画の評価に関する事項等を審議している。 

そして，計画・評価委員会と各部局が密接に連携し，自己点検・評価を実施するとともに，

自己点検・評価書を作成している。 

 

（２）評価結果の公表及び活用 

自己点検・評価結果については本学のウェブサイト等を通して大学内及び社会に対して

広く公表・公開している。また，この評価を通じて，中期目標・中期計画及び年度計画の改

善を検討することとしている。 

 

15．情報の公表 

（１）大学全体の公表体制 

本学は，学校教育法第 113 条及び学校教育法施行規則第 172 条の 2 に基づき，公的な教

育機関として，社会に対する説明責任を果たすとともに，その教育の質を向上させる観点か

ら，広報担当理事を中心に，教育，研究，社会貢献等の大学運営の状況を積極的に公表して

いる。 

設置の趣旨等 - 61



 

 

１）大学ウェブサイトにおける情報提供 

https://www.u-toyama.ac.jp 

大学紹介，学部・大学院・施設，入試情報，教育・学生支援，研究・産学官連携， 

国際交流・留学等 

 

２）教育研究活動等の情報公開（学校教育法施行規則第 172 条の 2） 

https://www.u-toyama.ac.jp/outline/information/education-act/ 

ホーム ＞ 大学紹介 ＞ 情報公開 ＞ 教育情報の公開 

 

教育情報に関する公表事項 

① 大学の教育研究上の目的に関すること 

・富山大学の理念と目標 

・三つのポリシー 

・学位授与方針 

② 教育研究上の基本組織に関すること 

・各学部・研究科名，各学科・専攻名 

・国立大学法人富山大学学則 

・国立大学法人富山大学大学院学則 

③ 教員組織，教員の数及び各教員が有する学位並びに業績に関すること 

・富山大学研究者総覧 

・役員・職員数 

・教員数（職名別・性別・年齢別） 

・専任教員数 

・組織図 

④ 入学者に関する受入方針及び入学者の数，収容定員及び在学する学生の数，卒業又は

修了した者の数，進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

・入学者数（学部学生の地域別入学状況） 

・学生の定員・現員 

・卒業・修了者数（卒業・修了者の進路状況） 

・就職状況（過去５年間の就職状況） 

⑤ 授業科目，授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

・シラバス 

・実務経験のある教員等による授業科目の一覧（学部） 

・富山大学履修・成績登録等関連日程（授業・履修・授業時間） 

⑥ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

・国立大学法人富山大学学位規則 

・学位論文に係る評価基準 

設置の趣旨等 - 62



 

 

・各学部等の必修科目，選択科目及び自由科目別の必要単位修得数（各研究科・学環等規

則） 

・取得できる資格・免許 

⑦ 校地，校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

・各キャンパス内の建物配置図，大学までの交通手段（アクセスマップ） 

・グラウンド，体育館，サークル棟 

・課外活動・学生団体（部活・サークル） 

・その他関連施設の概要等 

・保健管理センター 

・附属図書館 

・その他福利厚生施設の概要（生協等） 

⑧ 授業料，入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

・授業料について 

・授業料・入学料（入学金） 

・寄宿料（学生寮：富山大学新樹寮 寮費について） 

⑨ 大学が行う学生の修学，進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

・関連部署等リンク（国際機構，就職・キャリア支援センター，保健管理センター，学生

相談室，学生支援センター） 

 

さらには，「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」に基づき，国立大学法

人富山大学が保有する法人文書の公開を行っている（学則など各種規則，自己評価書，評価

結果，監事監査及び外部監査に関する情報，中期目標・計画，年度計画，役員及び経営協議

会学外委員名簿など）ほか，学生はインターネットを介した「学務情報システム（ヘルン・

システム）」により，学籍情報照会，シラバス閲覧，履修登録，成績照会を行うことが可能

であるとともに，PC やスマートフォン等から休講・補講等の情報を確認することができる

よう，アプリケーション「とみだい iNfo」を公開している。 

 

（２）理工学研究科としての情報発信 

理工学研究科においても，特徴や教育内容，入試情報や想定する進路先などをウェブサイ

トに掲載し，ステークホルダーに向けて発信することとする。 

 

16．教育内容等の改善のための組織的な研修等 

（１）全学的な取組状況 

本学は，教育・学生支援機構の下に，教育担当理事をセンター長とした，「教育推進セン

ター」を設置し，教育の質保証や教育評価，全学的ＦＤの企画立案・実施・評価等を行って

いる。具体的には，全学授業評価アンケートや教育評価に係る各種アンケート（卒業時アン

ケート，卒業者アンケート，就職先調査）を行うとともに，グループディスカッション等を
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取り入れた全学ＦＤを実施し，教育方法の改善に結びつけている。また，FD活動の一環と

して，UDトーク（University Developmentの略で，学生，教員，職員，一般市民の多様な

ステークホルダーが参加する）を継続的に実施しており，大学教育の改善・充実・深化・発

展について多様な角度から議論を深めている。 

 ほかにも，大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため，全学的に職務関連

研修を実施するほか，大学職員に必要な知識・技能を習得させ，必要な能力及び資質を向上

させるために以下の取組を実施している。 

・個人情報保護に関する研修会（役員及び教職員を対象に個人情報保護管理への理解と

意識向上を促すために講義形式で研修を実施するもの） 

・コンプライアンス教育及び研究倫理教育（非常勤職員も含めた全研究者を対象に研究

者の倫理観を醸成し，研究活動における不正行為及び研究費の不正使用を事前に防止

するために，CITI Japan プロジェクトによる e-ラーニングを実施するもの） 

・情報セキュリティ研修（本学において情報システム利用ユーザ ID を使用する派遣社

員を含めたすべての教職員を対象に，本学における組織的な情報セキュリティ水準の

向上を促すために，e-ラーニングを実施するもの） 

・事務系職員スキルアップ研修（事務系職員を対象に，本学職員における階層（フレッ

シュ〜マネージャークラス）ごとに求められる必要な知識を学ぶために，e-ラーニン

グを実施するもの） 

 

（２）理工学研究科としての取組 

 全学の取組の他に，研究科独自の FD 講演会や研修会を開催し，教員の参加を義務付け，

教育・指導の質の向上に努めていく。また，教育の成果を検討する資料として，修了時のア

ンケートだけでなく，修了後社会に出た学生や修了生の就職先企業などに対してアンケー

ト調査を行い，教育の成果を評価してもらうとともに，これをもとにカリキュラムや教育法

の改善を図る。これまでも工学部では，学生のアンケートにより，分かりやすい授業を実施

している教員を「ザ・ティーチャー」として選出し，選出された教員による具体的な教育方

法に関する FD 講演会を開催してきた。また，学生アンケートのデータを精査し，授業満足

度と成績の関係等の分析結果を FD 研修会で教員に周知した（2020 年度）。これらの学部で

の取り組みは，新しい大学院教育においても有用であるため，理工学研究科の教育内容等の

改善に関する取組として取り入れることを計画する。 
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